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太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し

     

優
雅
に
舞
う
〝
殿
様
踊
〞

﹇
す
こ
お
ど
り
﹈

特集
大村の郡三踊［寿古踊］

﹇
舞
太
鼓
﹈

▲

黒
丸
踊
法
養
堂
の
法
養
の
碑

﹇
垣
踊
り
﹈

寿
古
踊

　

国
の
文
化
審
議
会
は
、大
村
市
に
伝
わ
る

「
大
村
の
郡
三
踊（
寿
古
踊
・
沖
田
踊
・
黒
丸

踊
）」を
新
た
に
国
の
指
定
文
化
財
と
す
べ
き

と
し
て
、答
申
を
行
い
ま
し
た
。正
式
な
指
定

は
後
に
な
り
ま
す
が
、国
の
文
化
財
と
し
て

の
価
値
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

指
定
答
申

　

大
村
の
郡
三
踊
は
、市
内
の
寿
古
町
、沖

田
町
、黒
丸
町
の
そ
れ
ぞ
れ
に
伝
わ
る
寿
古

踊
、沖
田
踊
、黒
丸
踊
の
総
称
で
す
。そ
れ
ぞ

れ
別
々
の
踊
り
で
す
が
、同
じ
始
ま
り
の
伝

承
を
持
ち
、近
い
地
域
に
伝
わ
っ
た
踊
り
と

し
て
、今
回
一
緒
に
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
つ
の
踊
り
と
も
、約
５
０
０
年
前
の
戦

国
時
代
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の

踊
り
の
中
に
、ゆ
っ
く
り
と
し
た
曲
の
テ
ン

ポ
や
所
作
な
ど
中
世
の
踊
り
の
特
徴
を
良
く

残
し
て
い
ま
す
。中
世
か
ら
伝
わ
る
踊
り
は

県
内
で
も
珍
し
く
、ま
た
、江
戸
時
代
の
文
献

に
記
さ
れ
た
踊
り
の
構
成
や
曲
目
な
ど
を
、

現
在
で
も
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
伝
え
ら
れ
て
い

る
な
ど
、非
常
に
貴
重
な
踊
り
で
す
。長
崎

文
化
財
の
特
徴

　

舞
太
鼓
を
中
心
に
、周
囲
を
垣
踊
り
が
囲

ん
で
踊
ら
れ
る
優
雅
な
踊
り
で
す
。中
心
の

舞
太
鼓
は
殿
様
を
表
し
、別
名
「
殿
様
踊
り
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。こ
の
舞
太
鼓
は
、月
の
輪
の

つ
い
た
笠
を
被
っ
て
お
り
、佐
賀
・
長
崎
地
方

に
多
い
浮
立
踊
り
の
系
統
を
良
く
引
い
て
い

ま
す
。

　

町
内
一
体
と
な
っ
て
保
存
活
動
に
尽

力
さ
れ
て
き
た
寿
古
踊
保
存
会
の
皆
さ

ん
。会
長
の
愛
合
さ
ん
自
身
も
、踊
り
の

師
匠
と
し
て
後
継
の
指
導
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。「
先
祖
代
々
、伝
統
を
大
切
に

受
け
継
い
で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た

の
だ
と
思
う
。喜
び
と
同
時
に
責
任
も

感
じ
て
い
る
が
、地
域
の
協
力
を
得
な
が

ら
継
承
し
て
い
き
た
い
。」と
愛
合
さ
ん
。

家
臣
を
表
す「
垣
踊
り
」は

地
域
の
子
ど
も
た
ち
で
構

成
さ
れ
、付
き
添
い
と
と

も
に
入
場
し
、殿
様
を
守

り
な
が
ら
踊
り
ま
す
。

起
源
伝
承

寿古踊保存会

名　
　

称　

大
村
の
郡
三
踊（
寿
古
踊
・
沖
田
踊
・
黒
丸
踊
）

指
定
種
別　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

県
地
方
の
民
俗
芸
能
の
特
色
や
古
く
か
ら
の

伝
承
過
程
を
良
く
示
し
て
お
り
、そ
の
価
値

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。国
指
定
の
無
形
民
俗

文
化
財
と
し
て
は
、長
崎
県
で
は
６
件
目
、大

村
市
で
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

﹇
舞
太
鼓
﹈

踊
り
を
披
露
す
る
と
き

は
、町
内
総
出
。３
年
に
１

度
、「
花
菖
蒲
ま
つ
り
」と

「
お
お
む
ら
秋
ま
つ
り
」で

披
露
さ
れ
ま
す
。

会
長
の
愛
合
さ
ん
宅
に

は
、寿
古
踊
の
た
め
に
大

村
家
か
ら
贈
ら
れ
た
約
１

０
０
年
前
の
着
物
が
大
切

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

約
５
０
０
年
前
の
戦
国
時
代
、大
村
の
領

主
大
村
純
伊
は
、有
馬
家
と
の
戦
に
敗
れ
領

地
を
失
い
ま
す
。数
年
後
、領
地
を
取
り
戻

し
ま
す
が
、そ
の
祝
い
の
場
で
踊
ら
れ
た
の

が
、こ
の
３
つ
の
踊
り
で
、出
さ
れ
た
料
理
が

大
村
寿
司
と
さ
れ
て
い
ま
す
。寿
古
踊
は
、佐

賀
の
須
古
の
者
が
教
え
、沖
田
踊
、黒
丸
踊

は
、浪
人
法
養
が
教
え
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、お
城
で
奉
納
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、こ
の
時
に
は
寿
古
踊
が
最
初
に

踊
る
習
わ
し
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。江
戸
時

代
後
期
に
倹
約
の
た
め
、他
の
多
く
の
踊
り

が
中
止
に
な
る
中
、こ
の
３
つ
の
踊
り
は
、藩

主
大
村
家
に
関

わ
る
踊
り
と
し

て
、特
別
に
踊
る

こ
と
が
許
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

﹇
垣
踊
り
﹈

「
大
村
の
郡
三
踊（
寿
古
踊
・
沖
田
踊
・
黒
丸
踊
）」重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
答
申

﹇
こ
お
り
さ
ん
お
ど
り
﹈

郡
三
踊

特
集
﹇
大
村
の
伝
統
芸
能
﹈

特集
大村の郡三踊

会長  
愛合 久幸さん
あい  ごう　  ひさ   ゆき
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大
花
輪
が
揺
れ
る

     

勇
壮
で
華
や
か
な
舞
い

﹇
く
ろ
ま
る
お
ど
り
﹈

﹇
手
踊
り
﹈

黒
丸
踊

　

直
径
約
５
メ
ー
ト
ル
、重
さ
約
60
キ
ロ
を

超
す
４
つ
の
大
花
輪
と
、２
つ
の
大
旗
が
太

鼓
を
叩
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
踊
る
勇
壮
な

踊
り
。中
央
に
は
、子
ど
も
た
ち
の
手
踊
り

が
加
わ
り
、踊
り
を
構
成
し
ま
す
。大
き
な

飾
り
を
背
負
っ
た
踊
り
は
全
国
に
も
い
く
つ

か
見
ら
れ
ま
す
が
、長
崎
・
佐
賀
地
方
で
は

非
常
に
珍
し
く
、ま
た
、踊
り
の
テ
ン
ポ
や
所

作
な
ど
か
ら
も
、他
の
２
つ
の
踊
り
と
同
様
、

５
０
０
年
前
の
戦
国
時
代
の
踊
り
の
形
を
良

く
残
し
て
い
ま
す
。

　

早
く
か
ら
文
化
財
指
定
に
力
を
注
い

で
き
た
黒
丸
踊
保
存
会
。市
内
の
み
な

ら
ず
、県
外
、海
外
で
も
公
演
し
て
き
ま

し
た
。「
歴
代
先
輩
の
願
い
が
叶
い
感
無

量
。関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い

る
。指
定
を
き
っ
か
け
に
、こ
の
地
域
の

宝
が
永
遠
に
続
き
、さ
ら
に
は
発
展
で

き
る
よ
う
継
承
し
て
い
く
。そ
れ
が
私
た

ち
の
使
命
。」と
会
長
の
陳
内
さ
ん
。

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

年
に
数
回
奉
納
さ
れ
る
黒

丸
踊
。大
花
輪
の
下
に
入

る
と
幸
福
が
訪
れ
る
と
の

言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

黒丸踊保存会

会長  
陳内　忠さん

大
花
輪
は
す
べ
て
手
作
り

で
、４
年
に
１
度
新
調
。老

人
会
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
制
作

し
て
い
ま
す
。

長
崎
空
港
入
口
に
あ
る

「
黒
丸
お
ど
り
像
」。夜
間

は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、空

の
玄
関
口
大
村
を
強
く
印

象
づ
け
て
い
ま
す
。

  

な
ぎ
な
た
と
刀
が

     

融
合
す
る
珍
し
い
踊
り

﹇
お
き
た
お
ど
り
﹈

﹇
小
太
刀
﹈

﹇
長
刀
﹈

沖
田
踊

　

長
刀
と
小
太
刀
が
向
か
い
合
っ
て
、切
り

合
う
様
子
を
表
し
た
踊
り
で
、別
名
「
な
ぎ

な
た
踊
り
」と
呼
ば
れ
ま
す
。棒
踊
の
一
種
で

す
が
、長
刀
と
小
太
刀
で
行
う
踊
り
は
珍
し

く
、ま
た
、踊
り
の
テ
ン
ポ
も
ゆ
っ
く
り
で
、

中
世
の
踊
り
の
形
を
良
く
残
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
が
増
え
、人
口
は
昔
の
約
５
倍

に
な
っ
た
沖
田
町
。そ
れ
で
も
踊
り
手
の

人
集
め
に
は
苦
労
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
沖
田
の
名
が
付
く
も
の
が
国
指
定
と

な
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
る
。こ
れ
か
ら

は
後
継
者
育
成
が
不
可
欠
。地
域
の
皆

さ
ん
と
協
力
体
制
を
整
え
、永
遠
に
沖

田
踊
の
伝
統
が
続
く
よ
う
、継
承
に
努

め
て
い
き
た
い
。」と
会
長
の
柴
田
さ
ん
。

縁
起
の
良
い
鶴
と
亀
、松

を
あ
し
ら
っ
た
傘
鉾
。地
域

の
協
力
で
、沖
田
町
公
民

館
の
屋
根
裏
に
は
専
用
の

格
納
庫
が
あ
り
ま
す
。

沖田踊保存会

会長  
柴田 忠孝さん

昭
和
50
年
に
復
活
し
た
沖

田
踊
。三
踊
の
輪
番
で「
花

菖
蒲
ま
つ
り
」「
お
お
む
ら

秋
ま
つ
り
」で
披
露
さ
れ

ま
す
。

中
学
生
の「
長
刀
」と
、小

学
生
の「
小
太
刀
」が
し
な

や
か
に
演
舞
。お
互
い
に

向
き
合
っ
て
刀
を
打
ち
合

わ
せ
て
踊
り
ま
す
。

﹇
小
太
刀
﹈

刀
﹈

﹇
手
踊

特集
大村の郡三踊［黒丸踊］

特集
大村の郡三踊［沖田踊］
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大
花
輪
が
揺
れ
る

     

勇
壮
で
華
や
か
な
舞
い

﹇
く
ろ
ま
る
お
ど
り
﹈

﹇
手
踊
り
﹈

黒
丸
踊
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踊
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踊
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踊
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踊
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佐
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踊
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５
０
０
年
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戦
国
時
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踊
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形
を
良

く
残
し
て
い
ま
す
。
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化
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指
定
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黒
丸
踊
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し
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叶
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域
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永
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継
承
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私
た
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命
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陳
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さ
ん
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祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

年
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数
回
奉
納
さ
れ
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黒

丸
踊
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花
輪
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下
に
入
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幸
福
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訪
れ
る
と
の

言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
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り
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年
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１
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調
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域
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皆
さ
ん
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
制
作

し
て
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ま
す
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長
崎
空
港
入
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あ
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「
黒
丸
お
ど
り
像
」。夜
間
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ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
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の
玄
関
口
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村
を
強
く
印

象
づ
け
て
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ま
す
。

  

な
ぎ
な
た
と
刀
が

     

融
合
す
る
珍
し
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踊
り

﹇
お
き
た
お
ど
り
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﹇
小
太
刀
﹈

﹇
長
刀
﹈

沖
田
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踊
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踊
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踊
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踊
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踊
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。
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然いっぱいのコースを疾走

▼萱瀬新春こどもロードレース大会自

食に感謝して、いただきます

▼ふれあい給食給1
28
/

　「全国学校給食週
間」に、市長などが児
童と給食を楽しむ「ふ
れあい給食」を旭が丘
小学校で行いました。
子どもたちも、改めて食
の大切さを実感する
機会になりました。

　萱瀬地区健全育成協議会が主催する学年別ロー
ドレース大会が萱瀬中学校周辺コースで行われま
した。大会には、地元の小・中学生と佐賀県鹿島市の
児童・生徒が参加し、沿道の声援を受けながら自然
いっぱいのコースを駆け抜けました。

1
12
/

　ご当地グルメによる町おこしの祭典「Ｂ-1グランプ
リ」がコレモおおむらイベント広場と上駅通商店街で
行われました。おいしそうな匂いに包まれた会場には
家族連れなど約5万人が来場し、ご当地グルメの味比
べを楽しみました。

当地グルメに舌鼓

▼コレモおおむら500日祭×Ｂ-1グランプリご2
1・2
/

　鈴っ子マラソン大会が鈴田小学校周辺コースで
行われました。子どもたちは声援を力に変えて、元
気いっぱいに健脚を競いました。また、駅伝の部で
は各地域の代表が、仲間の思いをタスキに込めて懸
命にゴールを目指していました。

1
19
/

　臼島周辺で養殖されている地元産のおいしいカキ
を広く知ってもらおうと、大村港馬場先波止で「カキま
つり」が開催されました。訪れた人たちはカキ焼きコー
ナーで炭火に当たりながら、新鮮な海の幸を堪能しま
した。

元産の新鮮なカキを堪能

▼第10回カキまつり地1
12
/

　市内小・中学校の郷土史クラブが、研究成果の発表を
さくらホールで行いました。クラブ員は、各学校校区に関
わる大村の歴史や大村の偉人などについて研究し、ポス
ターや劇、クイズなど、それぞれ工夫を凝らして1年間の
集大成を発表しました。

1
29
/

年間の学習成果を発表

▼郷土史クラブ成果発表会一

　市内在住の外国人
を交えて「国際交流
の集い」を長崎イン
ターナショナルホテ
ルで行いました。参
加した皆さんは、互い
の文化について話し
合い、楽しく交流を
深めました。

いの文化に触れる

▼国際交流の集い互

2
1
/

第 4回どこでん市長室

　森園公園の緑のふれあい館で、東日本大震
災で津波の被害にあった写真を洗浄し、被災
地に送り届けるボランティア活動をされてい
る「ハートプロジェクト長崎」の皆さんとお会
いしました。 
　松本市長は、写真洗浄の現場を見学した後、
ボランティアの皆さんと、これまでの活動の
成果や今後のボランティアの在り方などにつ
いて意見交換を行いました。

化財防火の意識を高める

▼旧楠本正隆屋敷消防訓練文1
24
/

　1月26日の文化財防
火デーに合わせ、旧楠
本正隆屋敷で防火訓
練を行いました。地域住
民や管理人が参加し、
バケツリレーや放水訓
練などを行い、文化財
の防火に対する意識を
高めました。

1
26
/

　テレビやラジオなど
でおなじみのフリーア
ナウンサー生島ヒロシ
氏を講師にお迎えし、
「人生を楽しむ秘訣～心
と体と財布の健康～」と
題してご講演いただき、
会場にはたくさんのお
客さんが訪れました。

しく、ためになるお話を披露

▼金融・経済講演会楽

気に健脚競走

▼鈴っ子マラソン大会元

写真洗浄ボランティア

1/
19
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情
報
を
共
有
し

災
害
時
の
連
携
を
強
化

開
業
が
も
た
ら
す

「
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
効
果

2/3

は
、福
重
地
区
の
全

て
の
自
主
防
災
組
織

（
10
団
体
）と
、「
災
害
時
要
援

護
者
に
関
す
る
情
報
共
有
協

定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、市
が
保
有
す
る

災
害
時
要
援
護
者
登
録
情

報
を
自
主
防
災
組
織
や
町

内
会
に
提
供
す
る
も
の
で
、

安
否
確
認
や
避
難
支
援
な
ど

地
域
の
身
近
な
支
援
体
制
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

締
結
式
で
は
、市
と
福
重

地
区
の
代
表
者
と
の
間
で
調

印
を
行
い
、災
害
時
に
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、協
定

の
締
結
は
53
か
所
と
な
り
ま

し
た
。 市

災害時要援護者に関する情報共有協定締結式

2/5

大
村
駅（
仮
称
）周

辺
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
た
め
の「
第
５
回

ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
委
員

会
」を
、郡
コ
ミ
セ
ン
で
行
い
ま

し
た
。委員

会
で
は
、新
幹
線
の
開

業
が
も
た
ら
す「
ま
ち
づ
く

り
」へ
の
効
果
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

５
人
の
委
員
か
ら
、「
天
正
遣

欧
少
年
使
節
」や「
食
」を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て
意
見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
の
様
子
は
、一
般
公

開
し
て
い
て
、ど
な
た
で
も
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。次
回

（
第
６
回
）は
、３
月
19
日
㈬
に

市
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
す
る
予
定

で
す
。 新

第5回新幹線新大村駅（仮称）周辺地域まちづくり計画策定委員会

2/1
中
央
商
店
街
の
道
路
が

カ
ラ
フ
ル
に

本町道路完成記念オープニング式典
　
　
　

央
商
店
街
ア
ー
ケ
ー

　
　
　

ド
で「
本
町
道
路
完

成
記
念
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、中
心
市
街
地
の

活
性
化
の
た
め
に
整
備
さ
れ

た
も
の
で
、「
本
陣
通
り
」と

「
本
町
３
丁
目
通
り
」を
結

ぶ
ア
ー
ケ
ー
ド
の
延
長
約
３
０

０
メ
ー
ト
ル
に
、10
色
の
タ
イ
ル

を
組
み
合
わ
せ
、カ
ラ
フ
ル
で

多
様
な
幾
何
学
模
様
の
タ
イ

ル
を
敷
き
詰
め
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト

や
太
鼓
演
奏
な
ど
の
ほ
か
、

Ｖ・フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
皆
さ
ん

に
も
ご
来
場
い
た
だ
き
、ア
ー

ケ
ー
ド
カ
ラ
ー
舗
装
の
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

中

上
下
水
道
を
利
用
す
る
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

上
下
水
道
を
利
用
す
る
場
合
、利
用
し
な
く
な
る
場
合
に
は
、開

始・中
止
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
出
方
法　

水
道
局
窓
口
、電
話
、水
道
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
上
下
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
を
】

　

上
下
水
道
料
金
の
お
支
払
い
を
口
座
振
替
に
す
る
と
毎
月
50
円
の

　

割
引
が
あ
り
お
得
で
す
。

　

※

残
高
不
足
な
ど
に
よ
る
再
振
替
時
の
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

申
請
場
所　

水
道
局
窓
口（
料
金
セ
ン
タ
ー
）、市
内
各
金
融
機
関

　

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時（
平
日
）

　

持
参
品　

通
帳
、通
帳
届
出
の
印
か
ん

■
水
道
局
料
金
セ
ン
タ
ー  

☎
53
１
１
１
１

■市民課（内線100）

　

飼
い
主
の
転
居
や
変
更
、ま
た
、新
し
く
犬
を
飼
い
始
め
た
り
、飼
い

犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

新
規
登
録
料　

３
，０
０
０
円

※

紛
失
し
た
人
は
再
交
付
が
必
要
で
す
。（
再
交
付
手
数
料
１
，６
０
０
円
）

※

電
話
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。■

環
境
保
全
課（
内
線
１
４
４
）

と　
　

き　

３
月
30
日
㈰
、４
月
６
日
㈰　

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

※

持
ち
込
む
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

ご
み
の
分
別
な
ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
環
境
セ
ン
タ
ー 

☎
54
３
１
０
０

転
入
・
転
居
・
転
出
な
ど
住
所
に
関
す
る
届
け
出
は
、定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

◎転入・転出などの届け出 ※各住民センターでも手続きできます
届け出の種類

◎転入・転出時はいろいろな手続きが必要です。該当する人は、忘れずに手続きしてください。

届け出の期間

転　入　届 転入した日から
14日以内

転　出　届 転出する日まで

転　居　届
転入した日から
14日以内

変更があった日
から14日以内

○前住所地の転出証明書 ○印かん
○国外から転入の場合はパスポート 
○住基カード（登録者のみ）
○国民健康保険証（加入者のみ）
○印かん
○住基カード（登録者のみ）
○国民健康保険証
○印かん
○住基カード（登録者のみ）

世帯主変更届
世帯分離届
世帯合併届

○国民健康保険証（加入者のみ）
○印かん

※届出人の本人確認を行いますので、運転免許証などの身分証明書をご持参ください。
※住基カードでの転入・転出届や新しい住所の書き換え、外国人の住所異動は、住民センターでは受け付けできません。

届け出に必要なもの （届出本人による署名の場合、印かんは不要）

転入・転出時の手続きの種類内容 問い合わせ先
印かんの登録・廃止 市民課（内線100）※住所地でしか登録できません。転出の際は市民カードを返却ください。
国民健康保険 国保けんこう課（内線112）または市民課（内線100）
国民年金 市民課（内線113）
後期高齢者医療保険 国保けんこう課（内線110）
介護保険 長寿介護課 ☎⑳7301
児童手当・児童扶養手当 子育て推進課 ☎549100
妊婦・乳幼児健診受診票の交付 こども家庭課 ☎549100
特別児童扶養手当・特別障害者手当 障害福祉課 ☎⑳7306
障害者手帳などの住所変更 障害福祉課 ☎⑳7306
原爆手帳・手当証書の住所変更 福祉総務課（内線151）
小・中学校の転校 教育委員会（内線364）※一部の手続きは市民課

飼
い
犬
も
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す

引
っ
越
し
に
よ
り
家
庭
で
出
た
ご
み
の
持
ち
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

転　　　に関するお知らせ

申
請
場
所　

環
境
保
全
課
、各
住
民
セ
ン
タ
ー
、市
が
委
託
し
て
い
る
動

　
　
　
　
　

物
病
院

持
参
品　

鑑
札 

※

旧
住
所
地
の
鑑
札
を
お
持
ち
の
人
は
無
償
で
交
換
し
ま
す
。

入出

　

１
月
12
日
、市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
の
恒
例
の
成
人
式
、私
は

初
め
て
車
椅
子
か
ら
皆
さ
ん
に
ご
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。あ
い
さ
つ

の
あ
と
、こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
拍
手
と
、初
め
て
と
な
る
激
励

の
歓
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。私
個
人
と
し
て
も
、忘
れ
ら
れ
な
い

成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
に
は
、８
７
７
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。こ
こ
数
年
、新
成

人
全
員
で
合
唱
す
る「
大
地
讃
頌
」の
歌
声
に
、毎
年
感
動
を
覚

え
て
い
ま
す
。こ
の
曲
は
、新
成
人
が
中
学
生
の
頃
、市
内
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
と
し
て
取
り
組
み
、式
典
会
場
の
市
民
会
館

で
声
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
た
思
い
出
の
曲
で
す
。平
成
23
年
の
成

人
式
で
、参
加
者
全
員
で
作
り
上
げ
る
二
十
歳
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
や
り
た
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、思
い
出
の
曲
を
歌
お
う
と
、大

地
讃
頌
の
合
唱
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
母
な
る
大
地
の
懐
に・・
」と

い
う
歌
詞
、15
歳
の
時
に
感
じ
た
も
の
と
、５
年
の
歳
月
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
た
二
十
歳
の
今
、感
じ
る
こ
と
は
大
き
く
変

わ
っ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。東
日
本
大
震
災
の
後
、故
郷
の
大
地
、

ふ
る
さ
と
大
村
へ
の
思
い
も
強
く
、大
き
く
膨
ら
ん
で
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
新
成
人
へ
贈
り
ま
し
た
。新

成
人
の
皆
さ
ん
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。大
き

な
夢
を
持
ち
、一
歩
一
歩
努
力
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。若
い
皆
さ
ん

に
は
パ
ワ
ー
が
あ
り
ま
す
。後
悔
し
な
い
よ
う
、こ
れ
か
ら
の
人
生
、

失
敗
を
恐
れ
ず
、何
事
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、た
く
さ
ん

の
経
験
を
積
む
こ
と
が
必
要
で
す
。す
べ
て
を
失
っ
て
も
、人
は
何

度
で
も
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。成
人
の
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、多
く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。こ

れ
ま
で
出
会
っ
た
友
人
や
恩
師
、そ
し
て
育
て
て
く
れ
た
家
族
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
絆
を
大
切

に
し
な
が
ら
、今
後
の
出
会
い
と
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

感
動
を
覚
え
た
大
地
讃
頌

vol.31

市 長
ムラコ
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情
報
を
共
有
し

災
害
時
の
連
携
を
強
化

開
業
が
も
た
ら
す

「
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
効
果

2/3

は
、福
重
地
区
の
全

て
の
自
主
防
災
組
織

（
10
団
体
）と
、「
災
害
時
要
援

護
者
に
関
す
る
情
報
共
有
協

定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、市
が
保
有
す
る

災
害
時
要
援
護
者
登
録
情

報
を
自
主
防
災
組
織
や
町

内
会
に
提
供
す
る
も
の
で
、

安
否
確
認
や
避
難
支
援
な
ど

地
域
の
身
近
な
支
援
体
制
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

締
結
式
で
は
、市
と
福
重

地
区
の
代
表
者
と
の
間
で
調

印
を
行
い
、災
害
時
に
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、協
定

の
締
結
は
53
か
所
と
な
り
ま

し
た
。 市

災害時要援護者に関する情報共有協定締結式

2/5

大
村
駅（
仮
称
）周

辺
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
た
め
の「
第
５
回

ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
委
員

会
」を
、郡
コ
ミ
セ
ン
で
行
い
ま

し
た
。委員

会
で
は
、新
幹
線
の
開

業
が
も
た
ら
す「
ま
ち
づ
く

り
」へ
の
効
果
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

５
人
の
委
員
か
ら
、「
天
正
遣

欧
少
年
使
節
」や「
食
」を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て
意
見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
の
様
子
は
、一
般
公

開
し
て
い
て
、ど
な
た
で
も
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。次
回

（
第
６
回
）は
、３
月
19
日
㈬
に

市
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
す
る
予
定

で
す
。 新

第5回新幹線新大村駅（仮称）周辺地域まちづくり計画策定委員会

2/1
中
央
商
店
街
の
道
路
が

カ
ラ
フ
ル
に

本町道路完成記念オープニング式典
　
　
　

央
商
店
街
ア
ー
ケ
ー

　
　
　

ド
で「
本
町
道
路
完

成
記
念
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、中
心
市
街
地
の

活
性
化
の
た
め
に
整
備
さ
れ

た
も
の
で
、「
本
陣
通
り
」と

「
本
町
３
丁
目
通
り
」を
結

ぶ
ア
ー
ケ
ー
ド
の
延
長
約
３
０

０
メ
ー
ト
ル
に
、10
色
の
タ
イ
ル

を
組
み
合
わ
せ
、カ
ラ
フ
ル
で

多
様
な
幾
何
学
模
様
の
タ
イ

ル
を
敷
き
詰
め
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト

や
太
鼓
演
奏
な
ど
の
ほ
か
、

Ｖ・フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
皆
さ
ん

に
も
ご
来
場
い
た
だ
き
、ア
ー

ケ
ー
ド
カ
ラ
ー
舗
装
の
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

中

上
下
水
道
を
利
用
す
る
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

上
下
水
道
を
利
用
す
る
場
合
、利
用
し
な
く
な
る
場
合
に
は
、開

始・中
止
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
出
方
法　

水
道
局
窓
口
、電
話
、水
道
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
上
下
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
を
】

　

上
下
水
道
料
金
の
お
支
払
い
を
口
座
振
替
に
す
る
と
毎
月
50
円
の

　

割
引
が
あ
り
お
得
で
す
。

　

※

残
高
不
足
な
ど
に
よ
る
再
振
替
時
の
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

申
請
場
所　

水
道
局
窓
口（
料
金
セ
ン
タ
ー
）、市
内
各
金
融
機
関

　

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時（
平
日
）

　

持
参
品　

通
帳
、通
帳
届
出
の
印
か
ん

■
水
道
局
料
金
セ
ン
タ
ー  

☎
53
１
１
１
１

■市民課（内線100）

　

飼
い
主
の
転
居
や
変
更
、ま
た
、新
し
く
犬
を
飼
い
始
め
た
り
、飼
い

犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

新
規
登
録
料　

３
，０
０
０
円

※

紛
失
し
た
人
は
再
交
付
が
必
要
で
す
。（
再
交
付
手
数
料
１
，６
０
０
円
）

※

電
話
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。■

環
境
保
全
課（
内
線
１
４
４
）

と　
　

き　

３
月
30
日
㈰
、４
月
６
日
㈰　

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

※

持
ち
込
む
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

ご
み
の
分
別
な
ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
環
境
セ
ン
タ
ー 

☎
54
３
１
０
０

転
入
・
転
居
・
転
出
な
ど
住
所
に
関
す
る
届
け
出
は
、定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

◎転入・転出などの届け出 ※各住民センターでも手続きできます
届け出の種類

◎転入・転出時はいろいろな手続きが必要です。該当する人は、忘れずに手続きしてください。

届け出の期間

転　入　届 転入した日から
14日以内

転　出　届 転出する日まで

転　居　届
転入した日から
14日以内

変更があった日
から14日以内

○前住所地の転出証明書 ○印かん
○国外から転入の場合はパスポート 
○住基カード（登録者のみ）
○国民健康保険証（加入者のみ）
○印かん
○住基カード（登録者のみ）
○国民健康保険証
○印かん
○住基カード（登録者のみ）

世帯主変更届
世帯分離届
世帯合併届

○国民健康保険証（加入者のみ）
○印かん

※届出人の本人確認を行いますので、運転免許証などの身分証明書をご持参ください。
※住基カードでの転入・転出届や新しい住所の書き換え、外国人の住所異動は、住民センターでは受け付けできません。

届け出に必要なもの （届出本人による署名の場合、印かんは不要）

転入・転出時の手続きの種類内容 問い合わせ先
印かんの登録・廃止 市民課（内線100）※住所地でしか登録できません。転出の際は市民カードを返却ください。
国民健康保険 国保けんこう課（内線112）または市民課（内線100）
国民年金 市民課（内線113）
後期高齢者医療保険 国保けんこう課（内線110）
介護保険 長寿介護課 ☎⑳7301
児童手当・児童扶養手当 子育て推進課 ☎549100
妊婦・乳幼児健診受診票の交付 こども家庭課 ☎549100
特別児童扶養手当・特別障害者手当 障害福祉課 ☎⑳7306
障害者手帳などの住所変更 障害福祉課 ☎⑳7306
原爆手帳・手当証書の住所変更 福祉総務課（内線151）
小・中学校の転校 教育委員会（内線364）※一部の手続きは市民課

飼
い
犬
も
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す

引
っ
越
し
に
よ
り
家
庭
で
出
た
ご
み
の
持
ち
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

転　　　に関するお知らせ

申
請
場
所　

環
境
保
全
課
、各
住
民
セ
ン
タ
ー
、市
が
委
託
し
て
い
る
動

　
　
　
　
　

物
病
院

持
参
品　

鑑
札 

※

旧
住
所
地
の
鑑
札
を
お
持
ち
の
人
は
無
償
で
交
換
し
ま
す
。

入出

　

１
月
12
日
、市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
の
恒
例
の
成
人
式
、私
は

初
め
て
車
椅
子
か
ら
皆
さ
ん
に
ご
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。あ
い
さ
つ

の
あ
と
、こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
拍
手
と
、初
め
て
と
な
る
激
励

の
歓
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。私
個
人
と
し
て
も
、忘
れ
ら
れ
な
い

成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
に
は
、８
７
７
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。こ
こ
数
年
、新
成

人
全
員
で
合
唱
す
る「
大
地
讃
頌
」の
歌
声
に
、毎
年
感
動
を
覚

え
て
い
ま
す
。こ
の
曲
は
、新
成
人
が
中
学
生
の
頃
、市
内
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
と
し
て
取
り
組
み
、式
典
会
場
の
市
民
会
館

で
声
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
た
思
い
出
の
曲
で
す
。平
成
23
年
の
成

人
式
で
、参
加
者
全
員
で
作
り
上
げ
る
二
十
歳
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
や
り
た
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、思
い
出
の
曲
を
歌
お
う
と
、大

地
讃
頌
の
合
唱
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
母
な
る
大
地
の
懐
に・・
」と

い
う
歌
詞
、15
歳
の
時
に
感
じ
た
も
の
と
、５
年
の
歳
月
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
た
二
十
歳
の
今
、感
じ
る
こ
と
は
大
き
く
変

わ
っ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。東
日
本
大
震
災
の
後
、故
郷
の
大
地
、

ふ
る
さ
と
大
村
へ
の
思
い
も
強
く
、大
き
く
膨
ら
ん
で
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
新
成
人
へ
贈
り
ま
し
た
。新

成
人
の
皆
さ
ん
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。大
き

な
夢
を
持
ち
、一
歩
一
歩
努
力
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。若
い
皆
さ
ん

に
は
パ
ワ
ー
が
あ
り
ま
す
。後
悔
し
な
い
よ
う
、こ
れ
か
ら
の
人
生
、

失
敗
を
恐
れ
ず
、何
事
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、た
く
さ
ん

の
経
験
を
積
む
こ
と
が
必
要
で
す
。す
べ
て
を
失
っ
て
も
、人
は
何

度
で
も
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。成
人
の
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、多
く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。こ

れ
ま
で
出
会
っ
た
友
人
や
恩
師
、そ
し
て
育
て
て
く
れ
た
家
族
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
絆
を
大
切

に
し
な
が
ら
、今
後
の
出
会
い
と
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

感
動
を
覚
え
た
大
地
讃
頌

vol.31

市 長
ムラコ
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平
成
25
年
度 

行
政
評
価
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
総
務
課（
内
線
２
０
７
）

行 政

大
村
市
表
彰

■
秘
書
広
報
課（
内
線
２
０
５
）

２
月
７
日
、
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で

開
催
し
た
「
市
制
施
行
72
周
年
記

念
大
村
市
表
彰
式
」
で
、
感
謝
状

や
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
皆
さ

ま
で
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◇
地
方
自
治
▼
大
塚
幸
人

◇
社
会
福
祉
▼
有
川
齊
▼
米
倉
博

子
▼
江
口
隆
將
▼
緒
方
好
子

◇
保
健
環
境
▼
諏
訪
敏
幸
▼
牛
嶋

順
子
▼
相
田
真
弓

◇
教
育
文
化
▼
宇
津
宮
正
昭
▼
武

藤
由
美
子
▼
牛
嶋
知
孝
▼
金
井

一
義
▼
村
上
信
行
▼
岩
下
昌
子

▼
德
永
光
英
▼
福
田
勝
▼
北
川

操
▼
川
里
和
子
▼
野
口
哲
彦
▼

祐
田
彰

◇
人
命
救
助
▼
多
田
友
子
▼
前
本

マ
サ
エ
▼
綾
部
栄
治
▼
岩
藤
守

◇
消
防
防
災
▼
森
正
人

◇
交
通
安
全
・
防
犯
▼
小
野
一
生

▼
延
壽
寺
靖
之
▼
中
路
長
次
▼

川
里
眞
介

◇
徳
行
▼
中
原
二
三
夫
▼
県
立
大

村
城
南
高
等
学
校
福
祉
部
▼
大

久
保
伸
吾
▼
九
州
教
具
株
式
会

社
▼
福
田
馨

◇
優
良
団
体
▼
市
立
三
浦
小
学
校

◇
特
別
賞
▼
中
崎
龍
志
▼
小
野
公

平
▼
三
浦
雄
太
▼
上
戸
大
輝
▼

渕
上
晟
▼
永
石
亮
太
▼
須
田
宝

　

平
成
25
年
度
に
実
施
し
た
行
政
評

価
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
も
評
価
結
果
に
基
づ
い
た
事

務
事
業
の
改
善
・
改
革
を
進
め
、市
民

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

 

評
価
対
象
施
策
数 …

67
施
策

 

評
価
対
象
事
業
数 …

５
８
１
事
業

 

・
継
続
事
業 …

５
４
３
事
業

 

・
新
規
事
業 …

38
事
業

新
規
事
業
数
（
12
月
補
正
ま
で
含
む
）

　

全
38
事
業

主
な
新
規
事
業

・
自
転
車
安
全
利
用
促
進
事
業

・
町
名
表
示
板
整
備
事
業

・
高
齢
者
に
よ
る
子
育
て
応
援
事
業

・
農
業
後
継
者
結
婚
対
策
事
業

・
園
芸
施
設
長
寿
命
化
支
援
事
業

・
商
店
街
共
同
施
設
整
備
事
業

・
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
観
光
整
備
事
業

・
小
・
中
学
校
施
設
の
非
構
造
部
材

耐
震
化
事
業

・
小
・
中
学
校
教
育
用
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

活
用
事
業

・
子
ど
も
と
本
を
つ
な
ぐ
読
書
推
進

事
業

「
拡
充
」と
し
た
主
な
事
業

・
東
京
事
務
所
運
営
管
理
事
業

・
自
殺
対
策
事
業

・
鳥
獣
被
害
対
策
地
域
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
事
業

・
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

・
大
村
市
心
の
教
室
相
談
員
配
置
事
業

「
廃
止
」と
し
た
事
業

・
介
護
保
険
広
報
活
動
事
業

「
終
了
」と
し
た
主
な
事
業

・
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場（
仮
称
）整

備
事
業

・
郡
川
水
系
小
水
力
発
電
調
査
事
業

・
松
原
漁
港
護
岸
改
修
事
業（
よ
し

川
河
口
）

※

各
評
価
表
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、市
役
所

情
報
コ
ー
ナ
ー
、各
住
民
セ
ン
タ
ー
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

▼
須
田
快
晴
▼
林
田
太
地
▼
大
石

司
▼
原
田
昌
樹
▼
本
木
美
和
▼
真

崎
風
佳
▼
番
家
楓
▼
江
口
か
お
り

▼
諸
隈
快
▼
藤
田
大
誠
▼
西
村
咲

弥
香
▼
松
﨑
美
香
子
▼
大
村
市
少

年
銃
剣
道
ク
ラ
ブ
▼
県
立
大
村
高

等
学
校
山
岳
部
女
子
▼
県
立
大
村

工
業
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

▼
県
立
大
村
工
業
高
等
学
校
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
部
▼
大
村
互
寿
会
▼
長

崎
向
陽
ガ
ー
ル
ズ
▼
濵
田
悠
吾
▼

渕
江
祥
平
▼
東
海
斗
▼
宮
田
郁
弥

▼
永
田
駿
斗
▼
政
時
由
尚
▼
山
口
義

男
▼
尾
﨑
貴
成
▼
櫻
田
侑
也
▼
平
湯

剛
憲
▼
榎
田
則
子
▼
堀
口
稔
伸

現状維持
441事業
81.1%

その他見直し
51事業
9.4%

拡充
33事業
6.1%

終了
17事業
3.2%

廃止
1事業
0.2%

継続事業評価結果

543事業

対　
　

象　

市
内
在
住
で
、４
月
１
日
か
ら
勤
務

　
　
　
　
　

で
き
る
人

※

過
去
５
年
間
に
、市
の
嘱
託
員
ま
た
は
パ
ー
ト
職

員
と
し
て
３
年
以
上
勤
務
し
た
人
を
除
き
ま
す
。

申
込
方
法 

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
っ
て
人

事
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

提
出
の
際
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
申
込
書
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、郵
送
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※

職
種
・
勤
務
条
件
な
ど
は
、人
事
課
に
あ
る
募

　

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

決
定
方
法 

３
月
下
旬
ま
で
に
行
う
選
考
会
で

採
用
者
を
決
定
し
通
知
し
ま
す
。

申
込
期
限　

３
月
７
日
㈮

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

※

土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

採
用
予
定
日　

４
月
１
日

市
役
所
本
庁
舎
の
電
気
設
備
を
点
検
す
る
た
め

停
電
し
ま
す
。ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

３
月
16
日
㈰
、午
前
10
時
〜
午
後
２
時

◎
停
電
に
よ
り
利
用
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス

 

・
証
明
書
自
動
交
付
機

 

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

な
ど

設
置
施
設 

・
環
境
セ
ン
タ
ー（
４
台
）

 

・
郡
コ
ミ
セ
ン（
１
台
）

 

・
野
岳
湖
公
園（
１
台
）

 

・
古
賀
島
ス
ポ
ー
ツ
広
場（
３
台
）

 

・
地
域
交
流
館（
１
台
）

設
置
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
平
成
２９
年
３
月
３１
日

申
込
方
法 

必
要
書
類
を
用
地
管
財
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。募
集
要
項
や
必
要

書
類
は
、用
地
管
財
課
ま
た
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

受
付
期
限　

３
月
13
日
㈭

　　

市
内
で
活
動
し
て
い
た
だ
く
母
子
保
健
推
進
員

を
募
集
し
ま
す
。

内　
　

容　

地
域
の
お
母
さ
ん
や
お
子
さ
ん
の
健

　
　
　
　
　

康
を
見
守
る
サ
ポ
ー
タ
ー
役

対　
　

象　

母
子
保
健
や
子
育
て
支
援
に
興
味
の

　
　
　
　
　

あ
る
人（
資
格
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
）

募
集
人
数　

若
干
名　

※
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

任　
　

期　

１
年
間（
更
新
あ
り
）

市
で
は
、国
民
健
康

保
険
税
の
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
に
よ
る

納
付（
普
通
徴
収
）分

を
１
期
〜
12
期（
４
月

〜
翌
年
３
月
）の
12
回

で
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

税
額
は
前
年
中
の

所
得
な
ど
に
よ
り
決

定
し
ま
す
が
、所
得
の

把
握
が
６
月
ま
で
か
か

る
た
め
、１
期
〜
３
期

ま
で
は
仮
計
算
で
算
出

し
た
暫
定
賦
課
額
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

年
金
か
ら
引
き
落
と

　

し（
特
別
徴
収
）で

　

国
民
健
康
保
険
税

　

を
納
め
て
い
る
人
は
、

　

４
月
、６
月
、８
月
の

　

年
金
引
き
落
と
し

　

額
を
４
月
に
は
が
き

　

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期 11期1期 2期

暫定賦課額（４月送付） 本算定時の確定年税額による賦課額（７月送付）

１期当たり＝
前年度の年税額÷１２期 １期当たり＝（確定年税額－暫定賦課額の合計）÷９期

3期 12期

■
税
務
課（
内
線
１
１
７
）

■
用
地
管
財
課（
内
線
２
３
７
）

■
こ
ど
も
家
庭
課 

☎
54
９
１
０
０

■
人
事
課（
内
線
２
７
２
）

■
用
地
管
財
課（
内
線
２
３
７
）

国
民
健
康
保
険
税
の
暫
定
賦
課

（
納
期
１
期
〜
３
期
）の
通
知
書
を

４
月
に
送
付
し
ま
す

市
の
嘱
託
員・パ
ー
ト
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
役
所
本
庁
舎
停
電
の
お
知
ら
せ

市
の
公
共
施
設
に
飲
料
自
動
販
売
機
を

設
置
す
る
事
業
者
を
公
募
し
ま
す

母
子
保
健
推
進
員
を
募
集
し
ま
す
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平
成
25
年
度 

行
政
評
価
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
総
務
課（
内
線
２
０
７
）

行 政

大
村
市
表
彰

■
秘
書
広
報
課（
内
線
２
０
５
）

２
月
７
日
、
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で

開
催
し
た
「
市
制
施
行
72
周
年
記

念
大
村
市
表
彰
式
」
で
、
感
謝
状

や
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
皆
さ

ま
で
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◇
地
方
自
治
▼
大
塚
幸
人

◇
社
会
福
祉
▼
有
川
齊
▼
米
倉
博

子
▼
江
口
隆
將
▼
緒
方
好
子

◇
保
健
環
境
▼
諏
訪
敏
幸
▼
牛
嶋

順
子
▼
相
田
真
弓

◇
教
育
文
化
▼
宇
津
宮
正
昭
▼
武

藤
由
美
子
▼
牛
嶋
知
孝
▼
金
井

一
義
▼
村
上
信
行
▼
岩
下
昌
子

▼
德
永
光
英
▼
福
田
勝
▼
北
川

操
▼
川
里
和
子
▼
野
口
哲
彦
▼

祐
田
彰

◇
人
命
救
助
▼
多
田
友
子
▼
前
本

マ
サ
エ
▼
綾
部
栄
治
▼
岩
藤
守

◇
消
防
防
災
▼
森
正
人

◇
交
通
安
全
・
防
犯
▼
小
野
一
生

▼
延
壽
寺
靖
之
▼
中
路
長
次
▼

川
里
眞
介

◇
徳
行
▼
中
原
二
三
夫
▼
県
立
大

村
城
南
高
等
学
校
福
祉
部
▼
大

久
保
伸
吾
▼
九
州
教
具
株
式
会

社
▼
福
田
馨

◇
優
良
団
体
▼
市
立
三
浦
小
学
校

◇
特
別
賞
▼
中
崎
龍
志
▼
小
野
公

平
▼
三
浦
雄
太
▼
上
戸
大
輝
▼

渕
上
晟
▼
永
石
亮
太
▼
須
田
宝

　

平
成
25
年
度
に
実
施
し
た
行
政
評

価
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
も
評
価
結
果
に
基
づ
い
た
事

務
事
業
の
改
善
・
改
革
を
進
め
、市
民

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

 

評
価
対
象
施
策
数 …

67
施
策

 

評
価
対
象
事
業
数 …

５
８
１
事
業

 

・
継
続
事
業 …

５
４
３
事
業

 

・
新
規
事
業 …

38
事
業

新
規
事
業
数
（
12
月
補
正
ま
で
含
む
）

　

全
38
事
業

主
な
新
規
事
業

・
自
転
車
安
全
利
用
促
進
事
業

・
町
名
表
示
板
整
備
事
業

・
高
齢
者
に
よ
る
子
育
て
応
援
事
業

・
農
業
後
継
者
結
婚
対
策
事
業

・
園
芸
施
設
長
寿
命
化
支
援
事
業

・
商
店
街
共
同
施
設
整
備
事
業

・
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
観
光
整
備
事
業

・
小
・
中
学
校
施
設
の
非
構
造
部
材

耐
震
化
事
業

・
小
・
中
学
校
教
育
用
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

活
用
事
業

・
子
ど
も
と
本
を
つ
な
ぐ
読
書
推
進

事
業

「
拡
充
」と
し
た
主
な
事
業

・
東
京
事
務
所
運
営
管
理
事
業

・
自
殺
対
策
事
業

・
鳥
獣
被
害
対
策
地
域
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
事
業

・
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

・
大
村
市
心
の
教
室
相
談
員
配
置
事
業

「
廃
止
」と
し
た
事
業

・
介
護
保
険
広
報
活
動
事
業

「
終
了
」と
し
た
主
な
事
業

・
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場（
仮
称
）整

備
事
業

・
郡
川
水
系
小
水
力
発
電
調
査
事
業

・
松
原
漁
港
護
岸
改
修
事
業（
よ
し

川
河
口
）

※

各
評
価
表
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、市
役
所

情
報
コ
ー
ナ
ー
、各
住
民
セ
ン
タ
ー
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

▼
須
田
快
晴
▼
林
田
太
地
▼
大
石

司
▼
原
田
昌
樹
▼
本
木
美
和
▼
真

崎
風
佳
▼
番
家
楓
▼
江
口
か
お
り

▼
諸
隈
快
▼
藤
田
大
誠
▼
西
村
咲

弥
香
▼
松
﨑
美
香
子
▼
大
村
市
少

年
銃
剣
道
ク
ラ
ブ
▼
県
立
大
村
高

等
学
校
山
岳
部
女
子
▼
県
立
大
村

工
業
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

▼
県
立
大
村
工
業
高
等
学
校
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
部
▼
大
村
互
寿
会
▼
長

崎
向
陽
ガ
ー
ル
ズ
▼
濵
田
悠
吾
▼

渕
江
祥
平
▼
東
海
斗
▼
宮
田
郁
弥

▼
永
田
駿
斗
▼
政
時
由
尚
▼
山
口
義

男
▼
尾
﨑
貴
成
▼
櫻
田
侑
也
▼
平
湯

剛
憲
▼
榎
田
則
子
▼
堀
口
稔
伸

現状維持
441事業
81.1%

その他見直し
51事業
9.4%

拡充
33事業
6.1%

終了
17事業
3.2%

廃止
1事業
0.2%

継続事業評価結果

543事業

対　
　

象　

市
内
在
住
で
、４
月
１
日
か
ら
勤
務

　
　
　
　
　

で
き
る
人

※

過
去
５
年
間
に
、市
の
嘱
託
員
ま
た
は
パ
ー
ト
職

員
と
し
て
３
年
以
上
勤
務
し
た
人
を
除
き
ま
す
。

申
込
方
法 

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
っ
て
人

事
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

提
出
の
際
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
申
込
書
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、郵
送
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※

職
種
・
勤
務
条
件
な
ど
は
、人
事
課
に
あ
る
募

　

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

決
定
方
法 

３
月
下
旬
ま
で
に
行
う
選
考
会
で

採
用
者
を
決
定
し
通
知
し
ま
す
。

申
込
期
限　

３
月
７
日
㈮

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

※

土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

採
用
予
定
日　

４
月
１
日

市
役
所
本
庁
舎
の
電
気
設
備
を
点
検
す
る
た
め

停
電
し
ま
す
。ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

３
月
16
日
㈰
、午
前
10
時
〜
午
後
２
時

◎
停
電
に
よ
り
利
用
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス

 

・
証
明
書
自
動
交
付
機

 

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

な
ど

設
置
施
設 

・
環
境
セ
ン
タ
ー（
４
台
）

 

・
郡
コ
ミ
セ
ン（
１
台
）

 

・
野
岳
湖
公
園（
１
台
）

 

・
古
賀
島
ス
ポ
ー
ツ
広
場（
３
台
）

 

・
地
域
交
流
館（
１
台
）

設
置
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
平
成
２９
年
３
月
３１
日

申
込
方
法 

必
要
書
類
を
用
地
管
財
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。募
集
要
項
や
必
要

書
類
は
、用
地
管
財
課
ま
た
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

受
付
期
限　

３
月
13
日
㈭

　　

市
内
で
活
動
し
て
い
た
だ
く
母
子
保
健
推
進
員

を
募
集
し
ま
す
。

内　
　

容　

地
域
の
お
母
さ
ん
や
お
子
さ
ん
の
健

　
　
　
　
　

康
を
見
守
る
サ
ポ
ー
タ
ー
役

対　
　

象　

母
子
保
健
や
子
育
て
支
援
に
興
味
の

　
　
　
　
　

あ
る
人（
資
格
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
）

募
集
人
数　

若
干
名　

※

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

任　
　

期　

１
年
間（
更
新
あ
り
）

市
で
は
、国
民
健
康

保
険
税
の
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
に
よ
る

納
付（
普
通
徴
収
）分

を
１
期
〜
12
期（
４
月

〜
翌
年
３
月
）の
12
回

で
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

税
額
は
前
年
中
の

所
得
な
ど
に
よ
り
決

定
し
ま
す
が
、所
得
の

把
握
が
６
月
ま
で
か
か

る
た
め
、１
期
〜
３
期

ま
で
は
仮
計
算
で
算
出

し
た
暫
定
賦
課
額
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

年
金
か
ら
引
き
落
と

　

し（
特
別
徴
収
）で

　

国
民
健
康
保
険
税

　

を
納
め
て
い
る
人
は
、

　

４
月
、６
月
、８
月
の

　

年
金
引
き
落
と
し

　

額
を
４
月
に
は
が
き

　

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期 11期1期 2期

暫定賦課額（４月送付） 本算定時の確定年税額による賦課額（７月送付）

１期当たり＝
前年度の年税額÷１２期 １期当たり＝（確定年税額－暫定賦課額の合計）÷９期

3期 12期

■
税
務
課（
内
線
１
１
７
）

■
用
地
管
財
課（
内
線
２
３
７
）

■
こ
ど
も
家
庭
課 

☎
54
９
１
０
０

■
人
事
課（
内
線
２
７
２
）

■
用
地
管
財
課（
内
線
２
３
７
）

国
民
健
康
保
険
税
の
暫
定
賦
課

（
納
期
１
期
〜
３
期
）の
通
知
書
を

４
月
に
送
付
し
ま
す

市
の
嘱
託
員・パ
ー
ト
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
役
所
本
庁
舎
停
電
の
お
知
ら
せ

市
の
公
共
施
設
に
飲
料
自
動
販
売
機
を

設
置
す
る
事
業
者
を
公
募
し
ま
す

母
子
保
健
推
進
員
を
募
集
し
ま
す
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平成25年度の主な重点課題

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説
明すること

１次関数の学習後に、携帯電話の料金プランを考える
学習を行い、学習内容を活用したり、説明する場面を
多く設定したりする。

改善策実施後、右に示す問題に取り組ませたところ、
次のような平均正答率となりました。

問１ 67.6％ 54.3％ 54.4％

問２ 59.9％ 47.1％ 31.3％

市では、全国調査をはじめとする各種調査結果を一人一人の子どもたちのために活用することを最優先として、分かる
授業、学校を挙げた学力が定着・向上する取り組みを推進していきます。
学校からは、各家庭へ学校での取り組みについて具体的に説明を行います。
また、質問紙調査にある基本的な生活習慣・学習習慣の傾向は学力面に大きく影響します。各家庭でも家庭教育の
役割を再度確認のうえ、学校と協働して子どもの学力の伸長を支える取り組みをお願いします。

｢
｣

調査結果を生かした取り組み
〔
小
学
国
語
〕

〔中学数学〕

大
村
市
の
学
力
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

〔 実 施 日〕 平成25年4月24日
〔参加状況〕 小学6年生 1,072人
　　　　　 中学3年生    969人 

〔概況〕
◆いずれの調査も、全国平均を下回る
状況です。
　特に、小学国語･中学数学は、約３ポ
イント下回り、小学国語Ｂ･小学算数
Ｂは、平成19年度以降下回る状況
です。
◆問題数･平均正答数に注目すると、
ごく僅差と考えられます。また、基
礎的な学習事項など、全国平均を上
回っている内容や改善が見られる
内容もあります。

　

小
・
中
学
校
で
は
、全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査（
以
下
、「
全
国
調

査
」）や
標
準
学
力
検
査
な
ど
の
結
果
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、子
ど

も
た
ち
の
学
力
の
定
着
・
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。本
年
度
の
取
り

組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔概況〕小・中学校共に、これまでの結果とほぼ同傾向であり、全体的におおむね望ましい状況です。
【生活面（質問項目番号：1､2､3､6､7）】
　○「早寝・早起き・朝ごはん」が定着・充実しており、全国平均を大きく上回る状況が継続できています。
　○携帯電話、テレビゲームなどの使用状況は、全国平均を下回る状態が継続できており、家庭での使用の約束づく
　りなどがうまくなされているようです。
　▲携帯電話などの所持率が徐々に高くなっており、子どもへの情報モラルの指導を継続的に行う必要があります。
【学習面（質問項目番号：4､5､11､12）】
　○授業以外で１時間以上学習する子どもが増加し、特に中学３年生は小学６年生時から大幅に増加しました。
　▲学校外で30分以上読書する子どもは全体の約３割程度で、読書の習慣づくりが今後特に大事になってきます。
　○国語、算数・数学共に、「書く問題に最後まで答える努力をした」子どもの数は全国平均程度です。学校では、この
　結果が正答に結びつくように、授業の中で意識的に書く活動を取り入れていきます。

【心の面（質問項目番号：8､9､10）】
　○優しさや規範意識などがしっかりと育まれており、全国平均を大きく上回る状況が継続できています。
　▲「地域の行事に参加する」子どもの数は、全国平均を大きく下回る状況が続いています。学校では、社会科、道徳
　の時間、学校行事などのさまざまな機会に、「大村」を誇りに思う教育活動を充実させていきます。

毎日朝食を食べている

夜11時（中学生は12時）までに就寝する

７時までに起床する

授業以外に１時間以上学習をしている（月～金）

学校以外で30分以上読書をしている（月～金）

携帯電話で通話やメールをしている

テレビゲームを２時間以上使用する（月～金）

人の気持ちが分かる人間になりたいと思う

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う

今住んでいる地域の行事に参加している

国語の解答を文章で書く問題に、最後まで答える努力をした

算数・数学の解答を言葉や式を使って書く問題に、最後まで
答える努力をした

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

96.7

本市

90.7

89.4

62.8

36.0

42.3

21.1

92.7

96.7

51.7

66.1

72.7

96.3

全国

80.0

85.2

63.2

36.6

46.0

28.2

93.0

95.9

63.9

69.8

74.4

93.4

本市

78.4

78.3

73.5

26.4

52.0

23.7

95.3

96.3

22.9

73.5

40.0

93.8

全国

76.4

71.2

68.6

29.5

64.7

27.5

94.2

93.5

41.6

73.0

44.9

97.3

本市

98.8

92.5

55.9

32.8

14.3

21.1

92.9

95.8

56.3

96.4

全国

83.7

77.1

58.2

35.9

23.1

23.0

92.0

95.0

61.6

95.5

本市

77.7

78.5

65.6

31.9

42.5

18.0

93.9

91.0

20.0

93.3

全国

小学6年生質問項目 中学3年生 小学6年生 中学3年生

平成25年度

問題数調査問題

国語A
国語B

算数A
算数B

国語A
国語B

数学A
数学B

小学校

中学校

平成22年度

72.2

67.1

66.2

27.3

52.8

63.6

92.7

91.1

34.3

本市 全国 本市 全国

平均正答率 平均正答率

59.8
46.2

75.6
55.9

74.7
64.8

60.9
38.4

62.7
49.4

77.2
58.4

76.4
67.4

63.7
41.5

18
10

19
13

32
9

36
16

10.8
4.6

14.4
7.3

23.9
5.8

21.9
6.1

11.3
4.9

14.7
7.6

24.4
6.1

22.9
6.6

小学校

国語Ａ

国語Ｂ

算数Ａ

算数Ｂ

中学校

国語Ａ

国語Ｂ

数学Ａ

数学Ｂ

基本的な漢字の読み書き、ことわざの意味理解、資料を読んでわかったことを書くこと

目的や意図に応じて必要な内容を適切に引用して書くこと、複数の資料を比べて読むこと

割合、基準量・比較量の理解など「数量関係」の領域

示された式から求めた値の意味を解釈したり判断に活用したりすること、グラフから情報を読み取り判断すること

伝えたい事柄を明確にして書くことや段落を二つに分けることなど、「書くこと」の領域

表現の仕方に注意したり情報を関連付けたりして読むこと、読んだ内容について根拠を明確にして自分の考えを書くこと

表と式、グラフの関係を関連付けて理解し処理する「関数」の領域、「資料の活用」の領域

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明すること

依
然
課
題
で
は
あ
る
も
の
の
、同
程
度
の
問

題（
平
成
21
年
度
全
国
調
査
）の
平
均
正
答
率

と
比
較
す
る
と
、正
答
す
る
生
徒
が
増
加
し

て
お
り
、改
善
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、正
答
の
条
件

や
正
答
例
を
丁
寧
に
説
明
し
、書
く
力
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、事
象
や
意
見
な
ど
を

関
係
付
け
な
が
ら
書
く
こ
と

複
数
の
資
料
を
読
み
、意
見
文
を
書
く
学
習
で
、

目
的
を
持
っ
て
読
ん
だ
り
、関
連
付
け
て
書
い

た
り
す
る
場
面
を
設
定
す
る
。

改
善
策
実
施
後
、左
に
示
す
問
題

に
取
り
組
ま
せ
た
と
こ
ろ
、次
の
よ

う
な
平
均
正
答
率
と
な
り
ま
し
た
。

（
注
意
）こ
こ
で
は「
資
料
」は
省
略
。

①38.0％
②25.8％

今　回

14.2％

平成21年度本市

17.8％

平成21年度全国

重
点
課
題

改
善
策

改
善
状
況

重点課題

改 善 策

改善状況

大
村
市
の
学
力
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
平
成
25
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
等
の
結
果
を
生
か
し
た
学
力
対
策

依然課題ではあるものの、同程度の問題（平成22年度全国調査）の平
均正答率と比較すると、正答する生徒が増加しており、改善の方向に向
かっています。
今後も、関数の学習に限らず、全ての領域で学習内容を活用したり、説
明したりする学習を増やしていきます。

問題 今　回 平成22年度本市 平成22年度全国

■
学
校
教
育
課（
内
線
３
６
６
）
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平成25年度の主な重点課題

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説
明すること

１次関数の学習後に、携帯電話の料金プランを考える
学習を行い、学習内容を活用したり、説明する場面を
多く設定したりする。

改善策実施後、右に示す問題に取り組ませたところ、
次のような平均正答率となりました。

問１ 67.6％ 54.3％ 54.4％

問２ 59.9％ 47.1％ 31.3％

市では、全国調査をはじめとする各種調査結果を一人一人の子どもたちのために活用することを最優先として、分かる
授業、学校を挙げた学力が定着・向上する取り組みを推進していきます。
学校からは、各家庭へ学校での取り組みについて具体的に説明を行います。
また、質問紙調査にある基本的な生活習慣・学習習慣の傾向は学力面に大きく影響します。各家庭でも家庭教育の
役割を再度確認のうえ、学校と協働して子どもの学力の伸長を支える取り組みをお願いします。

｢
｣

調査結果を生かした取り組み
〔
小
学
国
語
〕

〔中学数学〕

大
村
市
の
学
力
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

〔 実 施 日〕 平成25年4月24日
〔参加状況〕 小学6年生 1,072人
　　　　　 中学3年生    969人 

〔概況〕
◆いずれの調査も、全国平均を下回る
状況です。
　特に、小学国語･中学数学は、約３ポ
イント下回り、小学国語Ｂ･小学算数
Ｂは、平成19年度以降下回る状況
です。
◆問題数･平均正答数に注目すると、
ごく僅差と考えられます。また、基
礎的な学習事項など、全国平均を上
回っている内容や改善が見られる
内容もあります。

　

小
・
中
学
校
で
は
、全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査（
以
下
、「
全
国
調

査
」）や
標
準
学
力
検
査
な
ど
の
結
果
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、子
ど

も
た
ち
の
学
力
の
定
着
・
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。本
年
度
の
取
り

組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔概況〕小・中学校共に、これまでの結果とほぼ同傾向であり、全体的におおむね望ましい状況です。
【生活面（質問項目番号：1､2､3､6､7）】
　○「早寝・早起き・朝ごはん」が定着・充実しており、全国平均を大きく上回る状況が継続できています。
　○携帯電話、テレビゲームなどの使用状況は、全国平均を下回る状態が継続できており、家庭での使用の約束づく
　りなどがうまくなされているようです。
　▲携帯電話などの所持率が徐々に高くなっており、子どもへの情報モラルの指導を継続的に行う必要があります。
【学習面（質問項目番号：4､5､11､12）】
　○授業以外で１時間以上学習する子どもが増加し、特に中学３年生は小学６年生時から大幅に増加しました。
　▲学校外で30分以上読書する子どもは全体の約３割程度で、読書の習慣づくりが今後特に大事になってきます。
　○国語、算数・数学共に、「書く問題に最後まで答える努力をした」子どもの数は全国平均程度です。学校では、この
　結果が正答に結びつくように、授業の中で意識的に書く活動を取り入れていきます。

【心の面（質問項目番号：8､9､10）】
　○優しさや規範意識などがしっかりと育まれており、全国平均を大きく上回る状況が継続できています。
　▲「地域の行事に参加する」子どもの数は、全国平均を大きく下回る状況が続いています。学校では、社会科、道徳
　の時間、学校行事などのさまざまな機会に、「大村」を誇りに思う教育活動を充実させていきます。

毎日朝食を食べている

夜11時（中学生は12時）までに就寝する

７時までに起床する

授業以外に１時間以上学習をしている（月～金）

学校以外で30分以上読書をしている（月～金）

携帯電話で通話やメールをしている

テレビゲームを２時間以上使用する（月～金）

人の気持ちが分かる人間になりたいと思う

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う

今住んでいる地域の行事に参加している

国語の解答を文章で書く問題に、最後まで答える努力をした

算数・数学の解答を言葉や式を使って書く問題に、最後まで
答える努力をした

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

96.7

本市

90.7

89.4

62.8

36.0

42.3

21.1

92.7

96.7

51.7

66.1

72.7

96.3

全国

80.0

85.2

63.2

36.6

46.0

28.2

93.0

95.9

63.9

69.8

74.4

93.4

本市

78.4

78.3

73.5

26.4

52.0

23.7

95.3

96.3

22.9

73.5

40.0

93.8

全国

76.4

71.2

68.6

29.5

64.7

27.5

94.2

93.5

41.6

73.0

44.9

97.3

本市

98.8

92.5

55.9

32.8

14.3

21.1

92.9

95.8

56.3

96.4

全国

83.7

77.1

58.2

35.9

23.1

23.0

92.0

95.0

61.6

95.5

本市

77.7

78.5

65.6

31.9

42.5

18.0

93.9

91.0

20.0

93.3

全国

小学6年生質問項目 中学3年生 小学6年生 中学3年生

平成25年度

問題数調査問題

国語A
国語B

算数A
算数B

国語A
国語B

数学A
数学B

小学校

中学校

平成22年度

72.2

67.1

66.2

27.3

52.8

63.6

92.7

91.1

34.3

本市 全国 本市 全国

平均正答率 平均正答率

59.8
46.2

75.6
55.9

74.7
64.8

60.9
38.4

62.7
49.4

77.2
58.4

76.4
67.4

63.7
41.5

18
10

19
13

32
9

36
16

10.8
4.6

14.4
7.3

23.9
5.8

21.9
6.1

11.3
4.9

14.7
7.6

24.4
6.1

22.9
6.6

小学校

国語Ａ

国語Ｂ

算数Ａ

算数Ｂ

中学校

国語Ａ

国語Ｂ

数学Ａ

数学Ｂ

基本的な漢字の読み書き、ことわざの意味理解、資料を読んでわかったことを書くこと

目的や意図に応じて必要な内容を適切に引用して書くこと、複数の資料を比べて読むこと

割合、基準量・比較量の理解など「数量関係」の領域

示された式から求めた値の意味を解釈したり判断に活用したりすること、グラフから情報を読み取り判断すること

伝えたい事柄を明確にして書くことや段落を二つに分けることなど、「書くこと」の領域

表現の仕方に注意したり情報を関連付けたりして読むこと、読んだ内容について根拠を明確にして自分の考えを書くこと

表と式、グラフの関係を関連付けて理解し処理する「関数」の領域、「資料の活用」の領域

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明すること

依
然
課
題
で
は
あ
る
も
の
の
、同
程
度
の
問

題（
平
成
21
年
度
全
国
調
査
）の
平
均
正
答
率

と
比
較
す
る
と
、正
答
す
る
生
徒
が
増
加
し

て
お
り
、改
善
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、正
答
の
条
件

や
正
答
例
を
丁
寧
に
説
明
し
、書
く
力
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、事
象
や
意
見
な
ど
を

関
係
付
け
な
が
ら
書
く
こ
と

複
数
の
資
料
を
読
み
、意
見
文
を
書
く
学
習
で
、

目
的
を
持
っ
て
読
ん
だ
り
、関
連
付
け
て
書
い

た
り
す
る
場
面
を
設
定
す
る
。

改
善
策
実
施
後
、左
に
示
す
問
題

に
取
り
組
ま
せ
た
と
こ
ろ
、次
の
よ

う
な
平
均
正
答
率
と
な
り
ま
し
た
。

（
注
意
）こ
こ
で
は「
資
料
」は
省
略
。

①38.0％
②25.8％

今　回

14.2％

平成21年度本市

17.8％

平成21年度全国

重
点
課
題

改
善
策

改
善
状
況

重点課題

改 善 策

改善状況

大
村
市
の
学
力
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
平
成
25
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
等
の
結
果
を
生
か
し
た
学
力
対
策

依然課題ではあるものの、同程度の問題（平成22年度全国調査）の平
均正答率と比較すると、正答する生徒が増加しており、改善の方向に向
かっています。
今後も、関数の学習に限らず、全ての領域で学習内容を活用したり、説
明したりする学習を増やしていきます。

問題 今　回 平成22年度本市 平成22年度全国

■
学
校
教
育
課（
内
線
３
６
６
）
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日時　　場所　　内容　　対象　　定員・定数　　
会費・料金・受講料　　持参品　　申込・受付期間　　
締切　　講師　　手続方法　　申込先　　問い合わせ
電話番号　　ファクス　　メール　　ＵＲＬを表します

日 所 内

問

期

手 申

対 定

費

〆

持

☎
講

FAX

主な連絡先

市役所代表
☎534111
住民センター
三　浦　☎526475
鈴　田　☎522023
西大村　☎533725
竹　松　☎558314
萱　瀬　☎557001
福　重　☎558614
松　原　☎558501

水道局代表
☎531111

高齢者・障害者センター
☎⑳7301

こどもセンター
☎549100

男女共同参画推進センター
☎548715
環境センター
☎543100

図書館
☎522457

シーハットおおむら
☎⑳7200
市民会館
☎522739
市コミセン
☎543161
市民病院代表
☎522161

内

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か

 

■
市
民
課（
内
線
１
１
４
）

国
民
年
金
保
険
料
は
、未
納
期
間
が
２
年（
追

納
10
年
）を
過
ぎ
る
と
納
付
で
き
な
く
な
り
ま

す
。受
給
年
齢
に
な
っ
て
も
年
金
が
も
ら
え
な

か
っ
た
り
、障
害
年
金
が
申
請
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※

納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
。

諫
早
年
金
事
務
所 

☎
㉕
１
６
６
６

問

琴
平
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の
開
園
日
に
つ
い
て

■
河
川
公
園
課（
内
線
４
３
４
）

毎
週
火
曜
日
は
休
園
日
で
す
が
、次
の
日
時
は

開
園
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

３
月
18
日
・
25
日
、午
前
９
時
〜
午
後
５
時

４
月
１
日
・
８
日
、午
前
９
時
〜
午
後
６
時

琴
花
園 

☎
53
８
１
２
１

内日問

日 内

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
７
）

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
で
す
。日
ご
ろ
か

ら
、一
人
ひ
と
り
が「
火
の
用
心
」を
心
が
け
、住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
な
ど
住
宅
防

火
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

３
月
１
日
㈯
〜
７
日
㈮

 

統
一
標
語

消
す
ま
で
は 

心
の
警
報 

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

◆
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た

位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、必
ず
火
を
消
す
。

◆
４
つ
の
対
策

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、カ
ー
テ
ン
な
ど
は
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

　

火
災
予
防
期
間
中
、午
後
８
時
を「
火
の
元

点
検
の
時
間
」と
定
め
、30
秒
間
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
ま
す
。

困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
は

市
民
１
１
０
番 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

各
種
相
談
を
毎
日（
平
日
）無
料
で
行
っ
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
悩
み
や
心
配
・
困
り
ご
と

・
金
銭
に
関
わ
る
不
安

・
誰
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
こ
と

・
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

◎
３
月
の
定
例
相
談

◎
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
相
談

・
毎
週
木
曜
日
に
実
施

専
門
家
に
よ
る
借
入
金
、家
計
、税
金
の
納
付
な
ど

に
関
す
る
相
談
で
す
。（
無
料
）

■
市
民
１
１
０
番（
内
線
１
９
４
）

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
52
９
９
９
９

４
日
㈫

５
日
㈬

12
日
㈬

18
日
㈫

19
日
㈬

25
日
㈫

26
日
㈬

28
日
㈮

人
権
相
談

法
律
相
談

行
政
書
士
相
談

人
権
相
談

法
律
相
談

交
通
事
故
相
談

行
政
相
談

不
動
産
相
談

10：00

～

15：00

13：00

～

16：00

事
前
予
約
制

10：00

～

15：00

事
前
予
約
制

相
談
日

時 

間

相
談
区
分

10：00

～

16：00

◎
法
律
相
談（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）、フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
相
談（
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
）は
完
全
予
約
制
で
す
。事
前
に
電
話
な
ど

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◎
終
了
間
際
に
お
越
し
に
な
る
と
、相
談
に
応
じ
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、早
め
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

 9：30

～

12：00

13：00

～

16：00

優
良
運
転
者
の
推
薦
を
受
け
付
け
ま
す

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
４
）

①
大
村
市
交
通
安
全
協
会
の
会
員

②
優
良
運
転
者
と
し
て
交
通
栄
誉
章「
緑
十

字
銅
賞
」を
受
け
た
人

③
自
己
の
責
任
で
交
通
事
故
が
過
去
20
年
以

上
な
く
、過
去
10
年
以
上
交
通
違
反
や
罰

金
刑
以
上
の
犯
罪
行
為
が
な
い
人

４
月
11
日
㈮

※

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

運
転
免
許
証
、交
通
安
全
協
会
会
員
証
、受
賞

年
月
日
な
ど
が
わ
か
る
も
の

大
村
市
交
通
安
全
協
会 

☎
53
９
８
８
９

問 対〆持

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ
く

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
状
況
を
公
表
し
ま
す

■
環
境
保
全
課（
内
線
１
４
２
）

市
で
は
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、

「
第
３
期
大
村
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
」を
策
定
し
、市
の
事
務
、事
業
で

発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
、

基
準
年
度（
平
成
21
年
度
）よ
り
５
％
の

削
減
を
目
標
と
し
て
抑
制
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
公
表
し
ま
す
。

◎
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

２
９
，８
６
０
ｔ-

Ｃ
Ｏ
2

◎
ガ
ス
別
の
排
出
割
合

二
酸
化
炭
素
95
．４
％
、一
酸
化
二
窒
素
３・

７
％
、メ
タ
ン 

０・９
％

◎
基
準
年
度
と
の
比
較

○
増
加
し
た
項
目…

都
市
ガ
ス
、一
般
廃
棄

物
焼
却
量
、下
水
処
理
量

●
減
少
し
た
項
目…

ガ
ソ
リ
ン
、灯
油
、軽

油
、Ａ
重
油
、Ｌ
Ｐ
Ｇ
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
、電
気
使
用

量
、公
用
車
走
行
距
離

◎
結
果
の
分
析
と
今
後
の
対
策

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、基
準
年
度
と

比
較
し
て
27
・３
％
増
加
し
ま
し
た
。そ
の
主

な
原
因
は
、東
日
本
大
震
災
以
降
、原
子
力

発
電
か
ら
火
力
発
電
に
移
行
し
た
こ
と
で
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
増
加
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

今
後
、引
き
続
き
節
電
、各
種
燃
料
使
用
の

節
約
に
取
り
組
み
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
の
省

エ
ネ
設
備
の
導
入
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践
や

ご
み
の
減
量
化
・
分
別
な
ど
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

内

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
送

付
し
ま
す■

国
保
け
ん
こ
う
課（
内
線
１
１
１
）

医
療
費
な
ど
の
窓
口
負
担
金
の
割
合
が
４
月

１
日
以
降
も
１
割
に
据
え
置
か
れ
る
こ
と
を

受
け
、新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
３
月
中
に
送

付
し
ま
す
。４
月
か
ら
は
、新
し
い
高
齢
者
受

給
者
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

で
負
担
金
の
割
合
が
１
割
の
人

受
給
者
証
の
表
示
内
容
の
変
更
点

﹇
一
部
負
担
金
の
割
合
の
欄
の
変
更
﹈

変
更
前…

２
割
（
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）

変
更
後…

２
割
（
７
月
31
日
ま
で
は
１
割
）

※

８
月
１
日
以
降
に
つ
い
て
は
、平
成
25
年
度

中
の
申
告
額
で
負
担
割
合
を
判
定
し
７
月

末
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

内対

就
学
援
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
教
育
総
務
課（
内
線
３
６
３
）

小
・
中
学
校（
国
公
立
・
私
立
）の
学
用
品
費
や

給
食
費
な
ど
が
経
済
的
理
由
で
支
払
い
が
困

難
な
人
を
援
助
し
ま
す
。

市
内
在
住
の
児
童
・
生
徒

※

収
入
状
況
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内

春
分
の
日
は
ご
み
の
収
集
を
休
み
ま
す

■
環
境
セ
ン
タ
ー 

☎
54
３
１
０
０

３
月
21
日
㈮
は
春
分
の
日
で
祝
日
の
た
め「
燃

や
せ
る
ご
み
」の
収
集
を
休
み
ま
す
。ま
た
、環

境
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
も
で
き
ま
せ
ん
。

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

内

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

■
地
域
げ
ん
き
課（
内
線
１
８
８
）

ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、地
域
活
動
を

行
う
５
人
以
上
の
団
体

８
０
０
円
〜（
１
人
あ
た
り
の
年
額
）

※
掛
金
、補
償
は
加
入
区
分
で
異
な
り
ま
す
。

※
申
込
書
は
担
当
課
、シ
ー
ハッ
ト
お
お
む
ら
、屋

内
プ
ー
ル
、親
和
銀
行
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
長
崎
県
支
部

☎
０
９
５（
８
４
５
）２
９
２
６

対費問

対
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日時　　場所　　内容　　対象　　定員・定数　　
会費・料金・受講料　　持参品　　申込・受付期間　　
締切　　講師　　手続方法　　申込先　　問い合わせ
電話番号　　ファクス　　メール　　ＵＲＬを表します

日 所 内

問

期

手 申

対 定

費

〆

持

☎
講

FAX

主な連絡先

市役所代表
☎534111
住民センター
三　浦　☎526475
鈴　田　☎522023
西大村　☎533725
竹　松　☎558314
萱　瀬　☎557001
福　重　☎558614
松　原　☎558501

水道局代表
☎531111

高齢者・障害者センター
☎⑳7301

こどもセンター
☎549100

男女共同参画推進センター
☎548715
環境センター
☎543100

図書館
☎522457

シーハットおおむら
☎⑳7200
市民会館
☎522739
市コミセン
☎543161
市民病院代表
☎522161

内

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か

 

■
市
民
課（
内
線
１
１
４
）

国
民
年
金
保
険
料
は
、未
納
期
間
が
２
年（
追

納
10
年
）を
過
ぎ
る
と
納
付
で
き
な
く
な
り
ま

す
。受
給
年
齢
に
な
っ
て
も
年
金
が
も
ら
え
な

か
っ
た
り
、障
害
年
金
が
申
請
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※

納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
。

諫
早
年
金
事
務
所 

☎
㉕
１
６
６
６

問

琴
平
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の
開
園
日
に
つ
い
て

■
河
川
公
園
課（
内
線
４
３
４
）

毎
週
火
曜
日
は
休
園
日
で
す
が
、次
の
日
時
は

開
園
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

３
月
18
日
・
25
日
、午
前
９
時
〜
午
後
５
時

４
月
１
日
・
８
日
、午
前
９
時
〜
午
後
６
時

琴
花
園 

☎
53
８
１
２
１

内日問

日 内

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
７
）

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
で
す
。日
ご
ろ
か

ら
、一
人
ひ
と
り
が「
火
の
用
心
」を
心
が
け
、住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
な
ど
住
宅
防

火
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

３
月
１
日
㈯
〜
７
日
㈮

 

統
一
標
語

消
す
ま
で
は 

心
の
警
報 

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

◆
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た

位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、必
ず
火
を
消
す
。

◆
４
つ
の
対
策

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、カ
ー
テ
ン
な
ど
は
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

　

火
災
予
防
期
間
中
、午
後
８
時
を「
火
の
元

点
検
の
時
間
」と
定
め
、30
秒
間
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
ま
す
。

困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
は

市
民
１
１
０
番 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

各
種
相
談
を
毎
日（
平
日
）無
料
で
行
っ
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
悩
み
や
心
配
・
困
り
ご
と

・
金
銭
に
関
わ
る
不
安

・
誰
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
こ
と

・
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

◎
３
月
の
定
例
相
談

◎
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
相
談

・
毎
週
木
曜
日
に
実
施

専
門
家
に
よ
る
借
入
金
、家
計
、税
金
の
納
付
な
ど

に
関
す
る
相
談
で
す
。（
無
料
）

■
市
民
１
１
０
番（
内
線
１
９
４
）

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
52
９
９
９
９

４
日
㈫

５
日
㈬

12
日
㈬

18
日
㈫

19
日
㈬

25
日
㈫

26
日
㈬

28
日
㈮

人
権
相
談

法
律
相
談

行
政
書
士
相
談

人
権
相
談

法
律
相
談

交
通
事
故
相
談

行
政
相
談

不
動
産
相
談

10：00

～

15：00

13：00

～

16：00

事
前
予
約
制

10：00

～

15：00

事
前
予
約
制

相
談
日

時 

間

相
談
区
分

10：00

～

16：00

◎
法
律
相
談（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）、フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
相
談（
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
）は
完
全
予
約
制
で
す
。事
前
に
電
話
な
ど

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◎
終
了
間
際
に
お
越
し
に
な
る
と
、相
談
に
応
じ
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、早
め
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

 9：30

～

12：00

13：00

～

16：00

優
良
運
転
者
の
推
薦
を
受
け
付
け
ま
す

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
４
）

①
大
村
市
交
通
安
全
協
会
の
会
員

②
優
良
運
転
者
と
し
て
交
通
栄
誉
章「
緑
十

字
銅
賞
」を
受
け
た
人

③
自
己
の
責
任
で
交
通
事
故
が
過
去
20
年
以

上
な
く
、過
去
10
年
以
上
交
通
違
反
や
罰

金
刑
以
上
の
犯
罪
行
為
が
な
い
人

４
月
11
日
㈮

※

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

運
転
免
許
証
、交
通
安
全
協
会
会
員
証
、受
賞

年
月
日
な
ど
が
わ
か
る
も
の

大
村
市
交
通
安
全
協
会 

☎
53
９
８
８
９

問 対〆持

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ
く

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
状
況
を
公
表
し
ま
す

■
環
境
保
全
課（
内
線
１
４
２
）

市
で
は
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、

「
第
３
期
大
村
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
」を
策
定
し
、市
の
事
務
、事
業
で

発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
、

基
準
年
度（
平
成
21
年
度
）よ
り
５
％
の

削
減
を
目
標
と
し
て
抑
制
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
公
表
し
ま
す
。

◎
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

２
９
，８
６
０
ｔ-

Ｃ
Ｏ
2

◎
ガ
ス
別
の
排
出
割
合

二
酸
化
炭
素
95
．４
％
、一
酸
化
二
窒
素
３・

７
％
、メ
タ
ン 

０・９
％

◎
基
準
年
度
と
の
比
較

○
増
加
し
た
項
目…

都
市
ガ
ス
、一
般
廃
棄

物
焼
却
量
、下
水
処
理
量

●
減
少
し
た
項
目…

ガ
ソ
リ
ン
、灯
油
、軽

油
、Ａ
重
油
、Ｌ
Ｐ
Ｇ
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
、電
気
使
用

量
、公
用
車
走
行
距
離

◎
結
果
の
分
析
と
今
後
の
対
策

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、基
準
年
度
と

比
較
し
て
27
・３
％
増
加
し
ま
し
た
。そ
の
主

な
原
因
は
、東
日
本
大
震
災
以
降
、原
子
力

発
電
か
ら
火
力
発
電
に
移
行
し
た
こ
と
で
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
増
加
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

今
後
、引
き
続
き
節
電
、各
種
燃
料
使
用
の

節
約
に
取
り
組
み
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
の
省

エ
ネ
設
備
の
導
入
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践
や

ご
み
の
減
量
化
・
分
別
な
ど
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

内

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
送

付
し
ま
す■

国
保
け
ん
こ
う
課（
内
線
１
１
１
）

医
療
費
な
ど
の
窓
口
負
担
金
の
割
合
が
４
月

１
日
以
降
も
１
割
に
据
え
置
か
れ
る
こ
と
を

受
け
、新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
３
月
中
に
送

付
し
ま
す
。４
月
か
ら
は
、新
し
い
高
齢
者
受

給
者
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

で
負
担
金
の
割
合
が
１
割
の
人

受
給
者
証
の
表
示
内
容
の
変
更
点

﹇
一
部
負
担
金
の
割
合
の
欄
の
変
更
﹈

変
更
前…

２
割
（
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）

変
更
後…

２
割
（
７
月
31
日
ま
で
は
１
割
）

※

８
月
１
日
以
降
に
つ
い
て
は
、平
成
25
年
度

中
の
申
告
額
で
負
担
割
合
を
判
定
し
７
月

末
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

内対

就
学
援
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
教
育
総
務
課（
内
線
３
６
３
）

小
・
中
学
校（
国
公
立
・
私
立
）の
学
用
品
費
や

給
食
費
な
ど
が
経
済
的
理
由
で
支
払
い
が
困

難
な
人
を
援
助
し
ま
す
。

市
内
在
住
の
児
童
・
生
徒

※

収
入
状
況
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内

春
分
の
日
は
ご
み
の
収
集
を
休
み
ま
す

■
環
境
セ
ン
タ
ー 

☎
54
３
１
０
０

３
月
21
日
㈮
は
春
分
の
日
で
祝
日
の
た
め「
燃

や
せ
る
ご
み
」の
収
集
を
休
み
ま
す
。ま
た
、環

境
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
も
で
き
ま
せ
ん
。

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

内

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

■
地
域
げ
ん
き
課（
内
線
１
８
８
）

ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、地
域
活
動
を

行
う
５
人
以
上
の
団
体

８
０
０
円
〜（
１
人
あ
た
り
の
年
額
）

※
掛
金
、補
償
は
加
入
区
分
で
異
な
り
ま
す
。

※
申
込
書
は
担
当
課
、シ
ー
ハッ
ト
お
お
む
ら
、屋

内
プ
ー
ル
、親
和
銀
行
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
長
崎
県
支
部

☎
０
９
５（
８
４
５
）２
９
２
６

対費問

対
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日時　　場所　　内容　　対象　　定員・定数　　
会費・料金・受講料　　持参品　　申込・受付期間　　
締切　　講師　　手続方法　　申込先　　問い合わせ
電話番号　　ファクス　　メール　　ＵＲＬを表します

日 所 内

問

期

手 申

対 定

費

〆

持

☎
講

FAX

観
光
Ｐ
Ｒ
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ・パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
制
作
し
ま
し
た

■
観
光
振
興
課（
内
線
２
４
２
）

豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
特
産
品
な
ど
、大
村
の

魅
力
を
掲
載
し
た
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
を

空
港
環
境
整
備
協
会
の
助
成
で
制
作
し
、観

光
案
内
所
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

・
観
光
Ｐ
Ｒ
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ（
英
語
版
・
韓
国
語
版
）

・
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
韓
国
語
版
）

・ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
マッ
プ

・
観
光
Ｐ
Ｒ
用
手
提
げ
袋
・テ
ン
ト
側
幕

内

対内問 申持

退
職（
失
業
）し
た
人
の
保
険
料
が
特
例

で
免
除
さ
れ
ま
す

■
市
民
課（
内
線
１
１
４
）

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
で
、退
職（
失
業
）し
て
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人

※
配
偶
者
、世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
と
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

担
当
課
、諫
早
年
金
事
務
所

・
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の（
年
金
手

帳
、納
付
書
な
ど
）

・
失
業
が
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
書

の
写
し（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、離
職

票
な
ど
）

・
印
か
ん

免
除
さ
れ
た
期
間
の
取
り
扱
い

・
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
算
入

・
老
齢
基
礎
年
金
の
２
分
の
１
の
年
金
額
を

保
障

・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
算
入

被
扶
養
配
偶
者
の
人

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
被
扶
養
配
偶
者
の
人

は
、配
偶
者
の
退
職（
失
業
）で
、国
民
年
金
の

種
別
が
変
わ
る
た
め
、保
険
料
の
納
付
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
す
。被
扶
養
配
偶
者
の
人
も

特
例
免
除
に
該
当
す
れ
ば
、申
請
す
る
こ
と

で
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、免
除
さ
れ
た
期
間
は
、10
年
以
内
に「
追

納
」す
れ
ば
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

諫
早
年
金
事
務
所 

☎
㉕
１
６
６
６

内

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

■
農
林
整
備
課（
内
線
２
５
４
）

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
地
域
材
を
利
用
す
る
と

「
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
」が
も
ら
え
ま
す
。貯
ま

っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
農
林
水
産
品
な
ど
と
交
換
で

き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
木
造
住
宅
の
新
築
・
増
築
ま
た
は
購
入

・
家
の
床
、内
壁
、外
壁
の
木
質
化
工
事

・
木
材
製
品
、ま
き・ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
購
入

９
月
30
日
㈫

※

詳
し
く
は
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対〆

内

な
が
さ
き
森
林
環
境
税
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

■
農
林
整
備
課（
内
線
２
５
４
）

森
林
の
環
境
保
全
に
役
立
つ
取
り
組
み
に
対

し
て
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

・
不
要
木
伐
採
、散
策
道
の
開
設
な
ど
に
よ
る

地
域
林
・
里
山
林
の
整
備

・
公
共
的
な
施
設
の
木
造
・
木
質
化
、木
製
品
の

導
入

・
体
験
会
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
の
普
及
・

啓
発
活
動

対

国
体
開
催
に
よ
り
旧
市
民
体
育
館
跡

地
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

■
国
体
推
進
課（
内
線
２
７
５
）

旧
市
民
体
育
館
跡
地
は
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば

国
体
の
山
岳
競
技
会
場
と
な
る
た
め
、全
部
ま

た
は
一
部
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月
〜
10
月（
国
体
終
了
）ま
で

内期

■安全対策課（内線214）

夕暮れ時は早めの点灯を!!

○日没１時間前には、ライトをつ
けましょう。

○雨天・曇天時は、昼間でも点灯
しましょう。

●早めの点灯
　時刻の目安
 3月  午後5時30分
 4月  午後6時

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

■
教
育
総
務
課（
内
線
３
６
３
）

大
村
市
奨
学
生

【
貸
与
型
】

市
内
在
住
の
人
の
子
で
、高
校・高
専・短
大・大

学
に
在
学
し
、成
績
優
秀
で
経
済
的
理
由
に
よ

り
、就
学
が
困
難
な
生
徒・学
生

貸
与
額（
月
額
）  

高
校・高
専 

１
０
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

短
大・大
学 

３
０
，０
０
０
円

※

他
の
奨
学
金
制
度
と
重
複
貸
与
で
き
ま
す
。

【
給
付
型
】

引
き
続
き
1
年
以
上
市
内
在
住
の
人
ま
た
は
そ

の
子
で
、成
績
が
特
に
優
秀
で
経
済
的
理
由
に
よ

り
、就
学
が
困
難
な
申
請
時
に
大
学
1
年
生
の
人

※
同一生
計
内
に
市
税
の
滞
納
者
が
い
な
い
こ
と
。

給
付
額（
月
額
）  

大
学（
短
大
除
く
）５
０
，０
０
０
円

４
月
１
日
㈫
〜
５
月
30
日
㈮

教
育
総
務
課（
内
線
３
６
３
）

県
育
英
会
奨
学
生

県
内
在
住
の
人
の
子
な
ど
で
、大
学・短
大・専
修

学
校
に
在
学
し
、成
績
優
秀
で
経
済
的
理
由
に

よ
り
、就
学
が
困
難
な
学
生

貸
与
額（
月
額
）  

国
公
立　

４
１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

私　

立　

４
７
，０
０
０
円

教
育
総
務
課（
内
線
３
６
３
）

※
高
校・高
専
の
奨
学
生
に
つい
て
は
、県
育
英
会
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
育
英
会 

☎
0
9
5（
8
2
4
）1
1
1
1

岡
田
甲
子
男
記
念
奨
学
金

貸
与
額（
月
額
） 

        

大
学・短
大・専
修
生 

５
０
，０
０
０
円

　
　

  

高
専
１
〜
３
年
生　

３
０
，０
０
０
円

　
　

  

高
専
４
〜
５
年
生　

５
０
，０
０
０
円

４
月
25
日
㈮

岡
田
甲
子
男
記
念
奨
学
財
団

☎
０
９
５
６
㉔
０
０
１
１

対対問 期対問問 〆

日 内

県
立
学
校
地
域
開
放
講
座
受
講
者

　
　

■
社
会
教
育
課（
内
線
84
１
５
４
）

は
じ
め
て
の
一
人
暮
ら
し
や
夫
婦
二
人
暮
ら

し
に
役
立
つ
ミ
ニ
知
識
に
関
す
る
講
座

３
月
９
日
㈰
、16
日
㈰
、21
日
㈮
、23
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

大
村
工
業
高
校

15
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

往
復
は
が
き
、メ
ー
ル
、フ
ァ
ク
ス
に
講
座
名
・
住
所
・
氏

名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入

３
月
７
日
㈮

〒
８
５
６‐

０
８
１
５ 

森
園
町
１
０
７
９‐

３

大
村
工
業
高
校
Ｉ
Ｔ
広
報
部

　

52
３
７
２
０

　

syakyo@
city.omura.lg.jp

FAX

所手 定申 〆日 内対定

市
民
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン

■
秘
書
広
報
課（
内
線
２
０
４
）

市
内
の
出
来
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
写
真
撮
影
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
、

市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人
で
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
を
お
持
ち
の
人

８
人

は
が
き
、メ
ー
ル
に
、住
所
・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
・
性
別
・
職
業
・
応
募
の

動
機（
２
０
０
字
程
度 ※

書
式
自
由
）を
記
入

〒
８
５
６―

８
６
８
６（
住
所
不
要
）秘
書
広

報
課
広
報
グ
ル
ー
プ

    kouhou@
city.omura.lg.jp

３
月
20
日
㈭

※

写
真
デ
ー
タ
は
デ
ジ
タ
ル（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
な
ど
）

で
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

手申〆

費

所問 日 内

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
講
習
会

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
４
）

運
転
に
関
す
る
講
話

３
月
10
日
㈪
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

集
合
時
間　

午
後
１
時
20
分

大
村
警
察
署　
　

無
料

※

男
性
も
参
加
で
き
ま
す

大
村
市
交
通
安
全
協
会 

☎
53
９
８
８
９

I N FORMAT ION

今
月
の
新
着
図
書

今
月
の
新
着
図
書

  

長
年
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
を
取
材
し
て
き
た

著
者
が
紹
介
す
る
民
族
衣
装
の
写
真
集
。素

材
、形
、色
、模
様
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。各
地
の
鮮
や
か
な
民

族
衣
装
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

BOOKS
ア
ジ
ア
・
中
近
東
・
ア
フ
リ
カ

の
民
族
衣
装

  

自
身
の
戦
争
体
験
を
も
と
に
、戦
争
を
語
り

継
ぐ
こ
と
の
意
義
、そ
し
て「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」

が
生
ま
れ
た
理
由
な
ど
、や
な
せ
た
か
し
先

生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
一
冊

で
す
。

やなせたかし著  
小学館

ぼ
く
は
戦
争
は
大
き
ら
い

　

〜
や
な
せ
た
か
し
の
平
和
へ
の
思
い
〜

芳賀日向 著  
グラフィック社

休館のお知らせ休館のお知らせ
　システムの更新作業、古
文書などの点検・整理のた
め、図書館と史料館を休館
します。

　３月10日㈪～17日㈪

■史料館 ☎531979
■図書館 ☎522457

■
市
立
図
書
館 

☎
52
２
４
５
７ 　
52
２
５
１
４

　　　　　http://www.lib.omura.nagasaki.jp/

FAX
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日時　　場所　　内容　　対象　　定員・定数　　
会費・料金・受講料　　持参品　　申込・受付期間　　
締切　　講師　　手続方法　　申込先　　問い合わせ
電話番号　　ファクス　　メール　　ＵＲＬを表します

日 所 内

問

期

手 申

対 定

費

〆

持

☎
講

FAX

観
光
Ｐ
Ｒ
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ・パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
制
作
し
ま
し
た

■
観
光
振
興
課（
内
線
２
４
２
）

豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
特
産
品
な
ど
、大
村
の

魅
力
を
掲
載
し
た
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
を

空
港
環
境
整
備
協
会
の
助
成
で
制
作
し
、観

光
案
内
所
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

・
観
光
Ｐ
Ｒ
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ（
英
語
版
・
韓
国
語
版
）

・
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
韓
国
語
版
）

・ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
マッ
プ

・
観
光
Ｐ
Ｒ
用
手
提
げ
袋
・テ
ン
ト
側
幕

内

対内問 申持

退
職（
失
業
）し
た
人
の
保
険
料
が
特
例

で
免
除
さ
れ
ま
す

■
市
民
課（
内
線
１
１
４
）

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
で
、退
職（
失
業
）し
て
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人

※

配
偶
者
、世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
と
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

担
当
課
、諫
早
年
金
事
務
所

・
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の（
年
金
手

帳
、納
付
書
な
ど
）

・
失
業
が
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
書

の
写
し（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、離
職

票
な
ど
）

・
印
か
ん

免
除
さ
れ
た
期
間
の
取
り
扱
い

・
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
算
入

・
老
齢
基
礎
年
金
の
２
分
の
１
の
年
金
額
を

保
障

・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
算
入

被
扶
養
配
偶
者
の
人

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
被
扶
養
配
偶
者
の
人

は
、配
偶
者
の
退
職（
失
業
）で
、国
民
年
金
の

種
別
が
変
わ
る
た
め
、保
険
料
の
納
付
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
す
。被
扶
養
配
偶
者
の
人
も

特
例
免
除
に
該
当
す
れ
ば
、申
請
す
る
こ
と

で
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、免
除
さ
れ
た
期
間
は
、10
年
以
内
に「
追

納
」す
れ
ば
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

諫
早
年
金
事
務
所 

☎
㉕
１
６
６
６

内

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

■
農
林
整
備
課（
内
線
２
５
４
）

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
地
域
材
を
利
用
す
る
と

「
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
」が
も
ら
え
ま
す
。貯
ま

っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
農
林
水
産
品
な
ど
と
交
換
で

き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
木
造
住
宅
の
新
築
・
増
築
ま
た
は
購
入

・
家
の
床
、内
壁
、外
壁
の
木
質
化
工
事

・
木
材
製
品
、ま
き・ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
購
入

９
月
30
日
㈫

※

詳
し
く
は
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対〆

内

な
が
さ
き
森
林
環
境
税
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

■
農
林
整
備
課（
内
線
２
５
４
）

森
林
の
環
境
保
全
に
役
立
つ
取
り
組
み
に
対

し
て
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

・
不
要
木
伐
採
、散
策
道
の
開
設
な
ど
に
よ
る

地
域
林
・
里
山
林
の
整
備

・
公
共
的
な
施
設
の
木
造
・
木
質
化
、木
製
品
の

導
入

・
体
験
会
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
の
普
及
・

啓
発
活
動

対

国
体
開
催
に
よ
り
旧
市
民
体
育
館
跡

地
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

■
国
体
推
進
課（
内
線
２
７
５
）

旧
市
民
体
育
館
跡
地
は
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば

国
体
の
山
岳
競
技
会
場
と
な
る
た
め
、全
部
ま

た
は
一
部
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月
〜
10
月（
国
体
終
了
）ま
で

内期

■安全対策課（内線214）

夕暮れ時は早めの点灯を!!

○日没１時間前には、ライトをつ
けましょう。

○雨天・曇天時は、昼間でも点灯
しましょう。

●早めの点灯
　時刻の目安
 3月  午後5時30分
 4月  午後6時

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

■
教
育
総
務
課（
内
線
３
６
３
）

大
村
市
奨
学
生

【
貸
与
型
】

市
内
在
住
の
人
の
子
で
、高
校・高
専・短
大・大

学
に
在
学
し
、成
績
優
秀
で
経
済
的
理
由
に
よ

り
、就
学
が
困
難
な
生
徒・学
生

貸
与
額（
月
額
）  

高
校・高
専 

１
０
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

短
大・大
学 

３
０
，０
０
０
円

※

他
の
奨
学
金
制
度
と
重
複
貸
与
で
き
ま
す
。

【
給
付
型
】

引
き
続
き
1
年
以
上
市
内
在
住
の
人
ま
た
は
そ

の
子
で
、成
績
が
特
に
優
秀
で
経
済
的
理
由
に
よ

り
、就
学
が
困
難
な
申
請
時
に
大
学
1
年
生
の
人

※
同一生
計
内
に
市
税
の
滞
納
者
が
い
な
い
こ
と
。

給
付
額（
月
額
）  

大
学（
短
大
除
く
）５
０
，０
０
０
円

４
月
１
日
㈫
〜
５
月
30
日
㈮

教
育
総
務
課（
内
線
３
６
３
）

県
育
英
会
奨
学
生

県
内
在
住
の
人
の
子
な
ど
で
、大
学・短
大・専
修

学
校
に
在
学
し
、成
績
優
秀
で
経
済
的
理
由
に

よ
り
、就
学
が
困
難
な
学
生

貸
与
額（
月
額
）  

国
公
立　

４
１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

私　

立　

４
７
，０
０
０
円

教
育
総
務
課（
内
線
３
６
３
）

※
高
校・高
専
の
奨
学
生
に
つい
て
は
、県
育
英
会
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
育
英
会 

☎
0
9
5（
8
2
4
）1
1
1
1

岡
田
甲
子
男
記
念
奨
学
金

貸
与
額（
月
額
） 

        

大
学・短
大・専
修
生 

５
０
，０
０
０
円

　
　

  

高
専
１
〜
３
年
生　

３
０
，０
０
０
円

　
　

  

高
専
４
〜
５
年
生　

５
０
，０
０
０
円

４
月
25
日
㈮

岡
田
甲
子
男
記
念
奨
学
財
団

☎
０
９
５
６
㉔
０
０
１
１

対対問 期対問問 〆

日 内

県
立
学
校
地
域
開
放
講
座
受
講
者

　
　

■
社
会
教
育
課（
内
線
84
１
５
４
）

は
じ
め
て
の
一
人
暮
ら
し
や
夫
婦
二
人
暮
ら

し
に
役
立
つ
ミ
ニ
知
識
に
関
す
る
講
座

３
月
９
日
㈰
、16
日
㈰
、21
日
㈮
、23
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

大
村
工
業
高
校

15
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

往
復
は
が
き
、メ
ー
ル
、フ
ァ
ク
ス
に
講
座
名
・
住
所
・
氏

名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入

３
月
７
日
㈮

〒
８
５
６‐

０
８
１
５ 

森
園
町
１
０
７
９‐

３

大
村
工
業
高
校
Ｉ
Ｔ
広
報
部

　

52
３
７
２
０

　

syakyo@
city.omura.lg.jp

FAX

所手 定申 〆日 内対定

市
民
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン

■
秘
書
広
報
課（
内
線
２
０
４
）

市
内
の
出
来
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
写
真
撮
影
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
、

市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人
で
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
を
お
持
ち
の
人

８
人

は
が
き
、メ
ー
ル
に
、住
所
・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
・
性
別
・
職
業
・
応
募
の

動
機（
２
０
０
字
程
度 ※

書
式
自
由
）を
記
入

〒
８
５
６―

８
６
８
６（
住
所
不
要
）秘
書
広

報
課
広
報
グ
ル
ー
プ

    kouhou@
city.omura.lg.jp

３
月
20
日
㈭

※

写
真
デ
ー
タ
は
デ
ジ
タ
ル（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
な
ど
）

で
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

手申〆

費

所問 日 内

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
講
習
会

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
４
）

運
転
に
関
す
る
講
話

３
月
10
日
㈪
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

集
合
時
間　

午
後
１
時
20
分

大
村
警
察
署　
　

無
料

※

男
性
も
参
加
で
き
ま
す

大
村
市
交
通
安
全
協
会 

☎
53
９
８
８
９

I N FORMAT ION

今
月
の
新
着
図
書

今
月
の
新
着
図
書

  

長
年
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
を
取
材
し
て
き
た

著
者
が
紹
介
す
る
民
族
衣
装
の
写
真
集
。素

材
、形
、色
、模
様
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。各
地
の
鮮
や
か
な
民

族
衣
装
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

BOOKS
ア
ジ
ア
・
中
近
東
・
ア
フ
リ
カ

の
民
族
衣
装

  

自
身
の
戦
争
体
験
を
も
と
に
、戦
争
を
語
り

継
ぐ
こ
と
の
意
義
、そ
し
て「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」

が
生
ま
れ
た
理
由
な
ど
、や
な
せ
た
か
し
先

生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
一
冊

で
す
。

やなせたかし著  
小学館

ぼ
く
は
戦
争
は
大
き
ら
い

　

〜
や
な
せ
た
か
し
の
平
和
へ
の
思
い
〜

芳賀日向 著  
グラフィック社

休館のお知らせ休館のお知らせ
　システムの更新作業、古
文書などの点検・整理のた
め、図書館と史料館を休館
します。

　３月10日㈪～17日㈪

■史料館 ☎531979
■図書館 ☎522457

■
市
立
図
書
館 

☎
52
２
４
５
７ 　
52
２
５
１
４

　　　　　http://www.lib.omura.nagasaki.jp/

FAX
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日時　　場所　　内容　　対象　　定員・定数　　
会費・料金・受講料　　持参品　　申込・受付期間　　
締切　　講師　　手続方法　　申込先　　問い合わせ
電話番号　　ファクス　　メール　　ＵＲＬを表します

日 所 内

問

期

手 申

対 定

費

〆

持

☎
講

FAX

とき

ところ

入場料

〆

シーハットおおむら　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

☎⑳7200  　 ⑳7203     info@seahat.jpFAX■シーハットおおむら

3月23日㈰、午後２時開演
さくらホール
全席自由：大人1，000円、小・中高生
500円、親子1,300円（当日300円増）

初めての人も大歓迎！出演者募集中！
　３月16日㈰
※8月９日、10日に本公演決定！12月は県内巡回公演も！

※■は本場では発売いたしません。場外発売所（ブルドラ、前売場外）で発売します。

開催日程表 ☎544111

　消防団は「自分たちのまちは自分たちで守る」ため
の組織です。危険を伴う活動ですが、迅速な指示や
連絡手段としてトランシーバーを配備するなどの安全
対策も行っています。

『地域防災の要』『地域防災の要』

手申
放
課
後
子
ど
も
教
室「
三
浦
野
性
の
森
」

参
加
者  

■
社
会
教
育
課（
内
線
84
１
５
４
）

野
外
活
動
の
体
験
学
習
、キ
ャ
ン
プ
な
ど

毎
月
第
１・３
日
曜
日

三
浦
野
性
の
森
、横
山
頭
山
荘
な
ど

市
内
在
住
の
小
学
生（
新
１
年
生
を
含
む
）

30
人（
先
着
順
）

【
参
加
希
望
者
説
明
会
】

３
月
30
日
㈰
、午
後
２
時
〜
3
時

市
コ
ミ
セ
ン

電
話
、フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み

　

 

54
３
１
６
２

日所 内定
FAX

対日所

ニュー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
参
加
者

■
地
域
げ
ん
き
課（
内
線
１
８
７
）

３
月
29
日
㈯
、午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

シ
ー
ハッ
ト
お
お
む
ら

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

◇
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部（
４
人
〜
８
人
以
下
）Ａ
・

Ｂ・Ｃ
パ
ー
ト

◇
ト
リ
ム
の
部（
男
女
各
２
人
以
上
で
４
人
〜

８
人
以
下
）Ａ・Ｂ
パ
ー
ト

Ａ
パ
ー
ト
は
中
学
生
以
上
、Ｂ
パ
ー
ト
は
40
歳

以
上
、Ｃ
パ
ー
ト
は
55
歳
以
上

１
チ
ー
ム
あ
た
り 

２
，０
０
０
円

３
月
11
日
㈫

◎
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室（
午
前
10
時
〜
）

競
技
玉
入
れ
、ユ
ニ
カ
ー
ル
、屋
内
ペ
タ
ン
ク
、

シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
な
ど

小
学
生
以
上 ※

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日内 所〆 費内

■安全対策課（内線217）

対 内

姉
妹
都
市
仙
北
市
で
展
示
す
る「
桜
の
絵
」

■
観
光
振
興
課（
内
線
２
４
１
）

Ａ
３
サ
イ
ズ
以
下
、画
材
は
自
由（
キ
ャ
ン
バ
ス・

油
絵
は
不
可
）※

作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

４
月
９
日
㈬

作
品
の
裏
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、郵
送
ま
た
は
持
参
。

〒
８
５
６‐

８
６
８
６（
住
所
不
要
）観
光
振
興

課
内 

姉
妹
都
市
親
善
協
会

手 〆

所問 日 内

Ｌｏｖｅ
＆
Ｓａ
ｆｅ
ｔ
ｙ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

■
こ
ど
も
家
庭
課 

☎
54
９
１
０
０

「
な
く
そ
う
！
こ
ど
も
の
自
転
車
事
故
」と
題

し
、自
転
車
ブ
レ
ー
キ
反
応
速
度
測
定
体
験
、

事
故
予
防
グ
ッ
ズ
展
示
・
交
通
ル
ー
ル
、点
検

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

３
月
16
日
㈰
、
午
後
０
時
30
分
〜
５
時

市
コ
ミ
セ
ン ※

託
児
あ
り

Ｌ
＆
Ｓ
お
お
む
ら
事
務
局 

☎
52
２
２
５
２

所 日 内

小
・
中
学
生
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

■
地
域
げ
ん
き
課（
内
線
１
８
８
）

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、優
秀

な
成
績
を
収
め
た
市
内
の

小
・
中
学
生
を
表
彰
し
ま
す
。

３
月
８
日
㈯
、

午
前
10
時
30
分
〜

さ
く
ら
ホ
ー
ル

長崎の教会群とキリスト教関連遺産ミュージカルプレ公演

若　　　松桐生

GⅢ 丸亀新鋭L 丸　　　亀 若　　　松 丸亀 丸亀若松桐　　　生

若　　　松 桐　　生 丸　　亀 若松

月刊『E-cale』杯 第3回 新東通信杯 長崎新聞社杯 おおむら
桜祭り競走

ＧⅠ 下関周年 ＧⅠ びわこ周年 ＧⅠ 常滑周年

ＧⅠ 常滑 ＧⅢ 三国 びわこ江戸川 平和島 ＧⅢ
戸田

GⅡ
浜名湖

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

大安友引先負仏滅 赤口先勝 大安友引先負仏滅 赤口先勝 赤口先勝 先勝大安友引先負仏滅 赤口 先勝赤口大安先負仏滅友引 大安先負 先負仏滅友引

大村

昼

売
発
外
場

3月 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 木金 水土 日 月 火 木祝 金水土 土日 月 月火 日

場休日

ＳＧ 総理大臣杯（尼崎）

ス
マ
イ
ル
料
理
教
室
参
加
者

■
長
寿
介
護
課 

☎
⑳
７
３
０
１

料
理
初
心
者
の
高
齢
者
を
対
象
に
、栄
養

講
話
と
料
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

４
月
〜
９
月
の
毎
月
第
２
水
曜
日（
全
６

回
）、午
前
10
時
〜
午
後
１
時

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
男
女

20
人　
　

４
月
１
日
㈫

※

新
規
優
先
。申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

１
回
５
０
０
円（
食
材
費
）

電
話
、担
当
課
窓
口
で
申
し
込
み

日所 内手 対定費

〆

〆 内手
FAX

申
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
参
加
者

■
企
画
調
整
課（
内
線
２
１
５
）

す
べ
て
英
語
で
行
う
対
話
形
式
の
講
座
で
す
。

①
小
学
１
〜
３
年
生

②
小
学
４
〜
６
年
生

③
高
校
生
以
上

④
中
学
・
高
校
生

３
月
30
日
㈰

①
午
前
10
時
〜
10
時
45
分

②
午
前
11
時
〜
11
時
50
分

③
午
後
１
時
〜
３
時

④
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
45
分

市
コ
ミ
セ
ン

無
料

①
②
15
人 

③
25
人 

④
20
人（
先
着
順
）

電
話
ま
た
は
、フ
ァ
ク
ス
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

（
対
象
コ
ー
ス
）・
電
話
番
号
を
記
入

３
月
18
日
㈫

    
54
０
３
０
０

費 対日所定

対対

所

市
営
住
宅
入
居
者■

シ
ン
コ
ー 

☎
⑳
７
０
０
０

３
月
10
日
㈪

入
居
日　

４
月
１
日
㈫

抽
選
日　

３
月
20
日
㈭
、午
前
10
時

市
民
会
館

※
空
き
住
宅
の
問
い
合
わ
せ
は
、建
築
住
宅

課（
内
線
４
４
２
）で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※

犬（
身
体
障
害
者
補
助
犬
を
除
く
）、ネ
コ

な
ど
の
ペ
ッ
ト
類
は
飼
育
で
き
ま
せ
ん
。

〆

所日 内

郷
土
史
ク
ラ
ブ
の
挑
戦
２
０
１
４

■
文
化
振
興
課（
内
線
３
７
２
）

市
内
各
小
・
中
学
校
の
郷
土
史
ク
ラ
ブ
の
研
究

成
果
を
歴
史
資
料
と
と
も
に
展
示
し
ま
す
。

市
立
史
料
館

３
月
１
日
㈯
〜
４
月
６
日
㈰
、午
前
10
時
〜
午

後
６
時

※

３
月
10
日
㈪
〜
17
日
㈪
、21
日
㈮
㈷
お
よ

び
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日

『地域防災の要』防災『地域防災の要』『地域防災の要』

男女消防団員募集中！

　見てみんね！私は３月２３日にシーハットおおむらで素敵
なショーに出演します！ミュージカル劇団・夢桜が私を快く招
き入れてくれました。とても感謝しています。私は若いころか
ら芸術が大好きでした。音楽によって涙を流し、ホラー映画で
凍りつき、バレエで愛情を思い出し、そして写真は微笑みを生
みます。特に音楽や演劇、ダンスやビジュアルアート（視覚芸
術）などの芸術には心や体を一新させ、魂を揺さぶる力があり
ます。ミュージカルはこれら4つの芸術を一つに組み合わせた
ものであり、見る人に生き生きとした活力を与えることがで
きます。ミュージカルはクリエーターたちの夢と希望が詰
まった作品であり、私たちの感性に訴えてきます。
　私が最も価値あるものと考えているのは、身の回りにある
芸術に触れることができる時間です。その時こそが、自分自身
に純粋に向き合っていると気づく瞬間なのです。

Dirksen Kai Pence
ダークセン     カイ　   ペンス

大村市国際交流員

ゆカイな
おおむライフ

VOL.15

Yume Zakura

「夢桜」
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日時　　場所　　内容　　対象　　定員・定数　　
会費・料金・受講料　　持参品　　申込・受付期間　　
締切　　講師　　手続方法　　申込先　　問い合わせ
電話番号　　ファクス　　メール　　ＵＲＬを表します

日 所 内

問

期

手 申

対 定

費

〆

持

☎
講

FAX

とき

ところ

入場料

〆

シーハットおおむら　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

☎⑳7200  　 ⑳7203     info@seahat.jpFAX■シーハットおおむら

3月23日㈰、午後２時開演
さくらホール
全席自由：大人1，000円、小・中高生
500円、親子1,300円（当日300円増）

初めての人も大歓迎！出演者募集中！
　３月16日㈰
※8月９日、10日に本公演決定！12月は県内巡回公演も！

※■は本場では発売いたしません。場外発売所（ブルドラ、前売場外）で発売します。

開催日程表 ☎544111

　消防団は「自分たちのまちは自分たちで守る」ため
の組織です。危険を伴う活動ですが、迅速な指示や
連絡手段としてトランシーバーを配備するなどの安全
対策も行っています。

『地域防災の要』『地域防災の要』

手申
放
課
後
子
ど
も
教
室「
三
浦
野
性
の
森
」

参
加
者  

■
社
会
教
育
課（
内
線
84
１
５
４
）

野
外
活
動
の
体
験
学
習
、キ
ャ
ン
プ
な
ど

毎
月
第
１・３
日
曜
日

三
浦
野
性
の
森
、横
山
頭
山
荘
な
ど

市
内
在
住
の
小
学
生（
新
１
年
生
を
含
む
）

30
人（
先
着
順
）

【
参
加
希
望
者
説
明
会
】

３
月
30
日
㈰
、午
後
２
時
〜
3
時

市
コ
ミ
セ
ン

電
話
、フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み

　

 

54
３
１
６
２

日所 内定
FAX

対日所

ニュー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
参
加
者

■
地
域
げ
ん
き
課（
内
線
１
８
７
）

３
月
29
日
㈯
、午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

シ
ー
ハッ
ト
お
お
む
ら

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

◇
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部（
４
人
〜
８
人
以
下
）Ａ
・

Ｂ・Ｃ
パ
ー
ト

◇
ト
リ
ム
の
部（
男
女
各
２
人
以
上
で
４
人
〜

８
人
以
下
）Ａ・Ｂ
パ
ー
ト

Ａ
パ
ー
ト
は
中
学
生
以
上
、Ｂ
パ
ー
ト
は
40
歳

以
上
、Ｃ
パ
ー
ト
は
55
歳
以
上

１
チ
ー
ム
あ
た
り 

２
，０
０
０
円

３
月
11
日
㈫

◎
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室（
午
前
10
時
〜
）

競
技
玉
入
れ
、ユ
ニ
カ
ー
ル
、屋
内
ペ
タ
ン
ク
、

シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
な
ど

小
学
生
以
上 ※

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日内 所〆 費内

■安全対策課（内線217）

対 内

姉
妹
都
市
仙
北
市
で
展
示
す
る「
桜
の
絵
」

■
観
光
振
興
課（
内
線
２
４
１
）

Ａ
３
サ
イ
ズ
以
下
、画
材
は
自
由（
キ
ャ
ン
バ
ス・

油
絵
は
不
可
）※

作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

４
月
９
日
㈬

作
品
の
裏
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、郵
送
ま
た
は
持
参
。

〒
８
５
６‐

８
６
８
６（
住
所
不
要
）観
光
振
興

課
内 

姉
妹
都
市
親
善
協
会

手 〆

所問 日 内

Ｌｏｖｅ
＆
Ｓａ
ｆｅ
ｔ
ｙ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

■
こ
ど
も
家
庭
課 

☎
54
９
１
０
０

「
な
く
そ
う
！
こ
ど
も
の
自
転
車
事
故
」と
題

し
、自
転
車
ブ
レ
ー
キ
反
応
速
度
測
定
体
験
、

事
故
予
防
グ
ッ
ズ
展
示
・
交
通
ル
ー
ル
、点
検

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

３
月
16
日
㈰
、
午
後
０
時
30
分
〜
５
時

市
コ
ミ
セ
ン ※

託
児
あ
り

Ｌ
＆
Ｓ
お
お
む
ら
事
務
局 

☎
52
２
２
５
２

所 日 内

小
・
中
学
生
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

■
地
域
げ
ん
き
課（
内
線
１
８
８
）

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、優
秀

な
成
績
を
収
め
た
市
内
の

小
・
中
学
生
を
表
彰
し
ま
す
。

３
月
８
日
㈯
、

午
前
10
時
30
分
〜

さ
く
ら
ホ
ー
ル

長崎の教会群とキリスト教関連遺産ミュージカルプレ公演

若　　　松桐生

GⅢ 丸亀新鋭L 丸　　　亀 若　　　松 丸亀 丸亀若松桐　　　生

若　　　松 桐　　生 丸　　亀 若松

月刊『E-cale』杯 第3回 新東通信杯 長崎新聞社杯 おおむら
桜祭り競走

ＧⅠ 下関周年 ＧⅠ びわこ周年 ＧⅠ 常滑周年

ＧⅠ 常滑 ＧⅢ 三国 びわこ江戸川 平和島 ＧⅢ
戸田

GⅡ
浜名湖

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

大安友引先負仏滅 赤口先勝 大安友引先負仏滅 赤口先勝 赤口先勝 先勝大安友引先負仏滅 赤口 先勝赤口大安先負仏滅友引 大安先負 先負仏滅友引

大村

昼

売
発
外
場

3月 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 木金 水土 日 月 火 木祝 金水土 土日 月 月火 日

場休日

ＳＧ 総理大臣杯（尼崎）

ス
マ
イ
ル
料
理
教
室
参
加
者

■
長
寿
介
護
課 

☎
⑳
７
３
０
１

料
理
初
心
者
の
高
齢
者
を
対
象
に
、栄
養

講
話
と
料
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

４
月
〜
９
月
の
毎
月
第
２
水
曜
日（
全
６

回
）、午
前
10
時
〜
午
後
１
時

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
男
女

20
人　
　

４
月
１
日
㈫

※

新
規
優
先
。申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

１
回
５
０
０
円（
食
材
費
）

電
話
、担
当
課
窓
口
で
申
し
込
み

日所 内手 対定費

〆

〆 内手
FAX

申
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
参
加
者

■
企
画
調
整
課（
内
線
２
１
５
）

す
べ
て
英
語
で
行
う
対
話
形
式
の
講
座
で
す
。

①
小
学
１
〜
３
年
生

②
小
学
４
〜
６
年
生

③
高
校
生
以
上

④
中
学
・
高
校
生

３
月
30
日
㈰

①
午
前
10
時
〜
10
時
45
分

②
午
前
11
時
〜
11
時
50
分

③
午
後
１
時
〜
３
時

④
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
45
分

市
コ
ミ
セ
ン

無
料

①
②
15
人 

③
25
人 

④
20
人（
先
着
順
）

電
話
ま
た
は
、フ
ァ
ク
ス
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

（
対
象
コ
ー
ス
）・
電
話
番
号
を
記
入

３
月
18
日
㈫

    

54
０
３
０
０

費 対日所定

対対

所

市
営
住
宅
入
居
者■

シ
ン
コ
ー 

☎
⑳
７
０
０
０

３
月
10
日
㈪

入
居
日　

４
月
１
日
㈫

抽
選
日　

３
月
20
日
㈭
、午
前
10
時

市
民
会
館

※

空
き
住
宅
の
問
い
合
わ
せ
は
、建
築
住
宅

課（
内
線
４
４
２
）で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※

犬（
身
体
障
害
者
補
助
犬
を
除
く
）、ネ
コ

な
ど
の
ペ
ッ
ト
類
は
飼
育
で
き
ま
せ
ん
。

〆

所日 内

郷
土
史
ク
ラ
ブ
の
挑
戦
２
０
１
４

■
文
化
振
興
課（
内
線
３
７
２
）

市
内
各
小
・
中
学
校
の
郷
土
史
ク
ラ
ブ
の
研
究

成
果
を
歴
史
資
料
と
と
も
に
展
示
し
ま
す
。

市
立
史
料
館

３
月
１
日
㈯
〜
４
月
６
日
㈰
、午
前
10
時
〜
午

後
６
時

※

３
月
10
日
㈪
〜
17
日
㈪
、21
日
㈮
㈷
お
よ

び
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日

『地域防災の要』防災『地域防災の要』『地域防災の要』

男女消防団員募集中！

　見てみんね！私は３月２３日にシーハットおおむらで素敵
なショーに出演します！ミュージカル劇団・夢桜が私を快く招
き入れてくれました。とても感謝しています。私は若いころか
ら芸術が大好きでした。音楽によって涙を流し、ホラー映画で
凍りつき、バレエで愛情を思い出し、そして写真は微笑みを生
みます。特に音楽や演劇、ダンスやビジュアルアート（視覚芸
術）などの芸術には心や体を一新させ、魂を揺さぶる力があり
ます。ミュージカルはこれら4つの芸術を一つに組み合わせた
ものであり、見る人に生き生きとした活力を与えることがで
きます。ミュージカルはクリエーターたちの夢と希望が詰
まった作品であり、私たちの感性に訴えてきます。
　私が最も価値あるものと考えているのは、身の回りにある
芸術に触れることができる時間です。その時こそが、自分自身
に純粋に向き合っていると気づく瞬間なのです。

Dirksen Kai Pence
ダークセン     カイ　   ペンス

大村市国際交流員

ゆカイな
おおむライフ

VOL.15

Yume Zakura
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日時　　場所　　内容　　対象　　定員・定数　　
会費・料金・受講料　　持参品　　申込・受付期間　　
締切　　講師　　手続方法　　申込先　　問い合わせ
電話番号　　ファクス　　メール　　ＵＲＬを表します

日 所 内

問

期

手 申

対 定

費

〆

持

☎
講

FAX

あんしんハウスとみのはらへ ▼西田智治 ▼三枝優子 ▼内藤功一 ▼大村市ボランティアセンター　ベイサイド大村へ

▼平野重郎 ▼大村吟詠会 ▼小佐古子供会　ふる里へ ▼古瀬恭孝 ▼山崎弘子 ▼中村寿美子 ▼尾崎あさみ ▼囲碁・将
棋倶楽部　箕望荘へ ▼植松保育園　光と緑の園へ ▼九州労働金庫 ▼日本鏡餅組合 ▼交通安全協会 ▼たらみ ▼北
野政次 ▼竹松運輸 ▼山道医院 ▼日本ベビーフード協議会 ▼長工醤油大村工場 ▼陸上自衛隊大村駐屯地 ▼キッズ・
ドリーム・パートナーズ ▼ナガスイ ▼東彼杵町婦人会 ▼日本出版販売 ▼プレナス ▼前田ひふ科・アレルギー科 ▼日
本モーターボート選手会長崎支部 ▼海上自衛隊大村航空基地上曹会 ▼鎮西学院高校 ▼鎮西学院幼稚園　松原のさ
とへ ▼山田庚平　大村子供の家へ ▼赤水清春 ▼海上自衛隊大村航空基地上曹会 ▼山口畳店 ▼日本モーターボート
選手会長崎支部 ▼瀬戸利春 ▼岡崎省三 ▼鎮西学院高校 ▼鎮西学院幼稚園 ▼福本直美 ▼プレナス ▼日本鏡餅組合

▼日本出版販売 ▼お話し会 ▼海上自衛隊大村航空基地 ▼九州電力労働組合 ▼米海軍佐世保基地教会　泉の里へ

▼池田之人 ▼原憲治 ▼馬場かほる ▼松浦陽子 ▼與崎清 ▼土肥久徳・久美子 ▼壬生隆明・みどり ▼宮崎義仁 ▼濱田
泰明 ▼山田武雄 ▼新井雅子 ▼吉野美智子 ▼西原イツ子 ▼松本奈津子 ▼山川健 ▼西田恵子 ▼安本嘉徳 ▼三彩の里

▼高﨑節子 ▼民本美知子 ▼小野登美子 ▼小佐古町内会 ▼藤間勘巳満 ▼松本日菜子 ▼大村中学校吹奏楽部 ▼桜会
（小松） ▼松仙会 ▼フラダンス・スマイル ▼桜会（諫早） ▼向陽高校 ▼大村城南高校 ▼平野重郎　慈恵荘へ ▼赤木信
雄 ▼下川宣義 ▼尺八同好会 ▼桜舞会　うぐいすの丘へ ▼中山数子 ▼平川美雪　富の原オムズホーム ▼あじさい会

◎
大
村
生
活
学
校
生
活
展

３
月
１
日
㈯
、午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

市
コ
ミ
セ
ン

作
品
展
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
即
売
会 

な
ど

大
村
生
活
学
校 

☎
52
６
５
３
３

◎
大
村
市
防
火
少
年
剣
道
大
会

３
月
２
日
㈰
、午
前
９
時
30
分

シ
ー
ハッ
ト
お
お
む
ら

大
村
消
防
署 

☎
52
４
１
３
８

◎
郡
ん
か
っ
ぱ
共
和
国「
菜
の
花
ま
つ
り
」

３
月
30
日
㈰
、午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

郡
か
っ
ぱ
村（
郡
川
鬼
橋
上
流
）

た
こ
揚
げ
・
紙
ひ
こ
う
き
作
り
、お
楽
し
み
会

※

豚
汁
の
振
る
舞
い
あ
り

お
に
ぎ
り
、水
筒
、お
わ
ん・お
箸
、広
告
紙

※

雨
天
時
は
竹
松
住
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催

郡
ん
か
っ
ぱ
共
和
国 

☎
55
７
３
４
９（
増
川
）

◎
理
学
博
士
・
数
学
者「
秋
山
仁
」氏 

特
別
記
念
講
演
会

４
月
13
日
㈰
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時

諫
早
文
化
会
館

無
料

往
復
は
が
き
に
、住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
記
入　
　

３
月
20
日
㈭

　

〒
８
４
３‐

０
３
０
１ 

嬉
野
市
嬉
野
町
大
字
下

宿
乙
１
２
８
２ 

ラ
イ
オ
ン
ズ
国
際
協
会
第
60
回

年
次
大
会
事
務
局 

☎
０
９
５
４
⑳
４
３
７
７

◎
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

３
月
29
日
㈯
、午
前
９
時
〜
午
後
３
時

徳
泉
川
内
里
山
村

自
然
観
察
会
、村
内
見
学
、石
釜
ピ
ザ
手
作
り
ラ
ン
チ

※

ピ
ザ
作
り
は
有
料
で
先
着
20
人

３
月
23
日
㈰

　

お
お
む
ら
里
山
村
づ
く
り
委
員
会

 

☎
０
８
０（
６
４
０
９
）６
０
８
５（
波
戸
口
）

パソコン教室受講者募集３月

■ITヘルプ☎ 　531272（町永）FAX

・やさしいWORD／毎週月曜日
・もう少し知りたいWORD／水曜日（5日、19日）
・もう少し知りたいEXCEL／水曜日（12日、26日）
・やさしいEXCEL／毎週木曜日
時　間　午前10時～正午
費　用　500円／2時間
　　　　※事前申し込みは必要ありません。
ところ　総合福祉センター

まちかど市民ギャラリー３月
 4～10日 アート展（グループひさし）
 11～17日 手作り作品展（泉グループ）
 18～24日 写真（ 一弘）
  25～31日  陶芸・春の作品展
　　　　　（陶房・和楽美 吉原徹）
http://www.octp-net.ne.jp/̃mckd3282/
■まちかど市民ギャラリー ☎501216

子ども科学館へ行こう！子ども科学館へ行こう！

木 工 教 室

プラネタリウム教室
押 し 花 教 室
マジックバルーン教室
竹 細 工 教 室

折 り 紙 教 室
科学工作教室

1日土

8日土

9日日
15日土

16日日
22日土

13：30～16：00

10：30～11：30
14：00～16：00
14：00～16：00

〃

〃
〃

子ども映画会

３月

10：30～11：30

■社会教育課（内線84154）

4年生以上  先着順：10人対

4年生以上対

・日曜日 ・第1・3土曜日・日曜日 ・第1・3土曜日

柴田　政子 さん
（大正３年２月１日生まれ）

　めでたく百歳を迎えられ、ご家族や
施設の皆さんと長寿を祝いました。こ
れからもお元気でお過ごしください。

百歳の誕生日おめでとうございます

岩本　ハル さん
（大正３年 1月 14 日生まれ）

次の皆さまからご寄附をいただきました。（７月から12月まで）

▼北垣一宏（岐阜県 1万円） ▼小栁ナルヱ（東京都 3万円） ▼川添
琢磨（東京都 10万円） ▼田中六重（大村市） ▼大村市シルバー人材セ
ンター会員互助会（大村市 17,804円） ▼福田馨 ▼塚根キヨ子（大村市）

▼清水直（東京都） ▼中村仁一（京都府 10万円） ▼茶道裏千家淡交
会長崎青年部 ▼林嘉一
※ご寄附いただいた順に、公開に同意された項目のみ掲載しています。また、
複数のコースにご寄附をいただいた人もいるため、寄付者数と件数が異
なっています。

9
２
2
２
3
１
0

8

27

1,119,624
15,000
15,000
105,000
220,000
10,000

0

175,000

1,659,624

福祉の充実
環境の保全及び都市景観の形成
安全で安心なまちづくり
教育の充実
文化及びスポーツの振興
産業及び観光の振興
市民協働の推進
上記に掲げるもののほか、市長が特にふるさと大
村の将来に向けて寄与すると認める事業

合　　　計

コース名 寄附金額 （円）件数

ご寄付・ご好意ありがとうございました （敬称略）

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附

7月～12月

■長崎街道大村宿ひなまつり実行委員会
　☎526151（アオバラジオ商会）

３月１日㈯～４月６日㈰、午前10時～午後６時
中央商店街アーケード
ひな人形展示
（コレモおおむら前ひなの宿・商店街各店）
保育園児作品展（コレモおおむらひなの宿）
【主なイベント】
３月 1日㈯ オープニングセレモニー（コレモおおむら）
15日㈯ 100円笑店街（中央商店街）

日

内

長崎街道大村宿ひなまつり長崎街道大村宿ひなまつり第13回

～こどもたちに伝えたい季節の行事とふるさとのこころ～

所

川崎　ツギ さん
（大正３年２月８日生まれ）

日所
問

手申 費

費

〆

◎
桜
が
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

３
月
22
日
㈯
、午
後
２
時
〜
４
時

市
民
会
館　
　

無
料

桜
が
原
中
学
校 

☎
55
１
１
６
６

◎
長
崎
県
央
職
業
訓
練
校
平
成
26
年
度
受
講
生
募
集

昼
間
、夜
間
の
各
コ
ー
ス
で
建
築
設
計
・Ｃ
Ａ
Ｄ・パ
ソ

コ
ン
操
作
・
建
築
施
工
管
理
な
ど

・
中
小
企
業
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
人

・
学
卒
未
就
職
者
、再
就
職
準
備
者
な
ど

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
崎
県
央
職
業
訓
練
校 

☎
㉒
０
０
３
６

日所内〆
問
申

日

日所問

費

内問 対

■チャレンジデー実行委員会事務局（内線187）

午前０時～午後９時5/28 水

人口規模が同程度の自治体同士で、当日の午前０時～午後
９時までの間に、15分間以上継続して運動した住民の参加
率を競うイベントです。

　当日、スポーツ施設などを利用して、市民を対象に15分間以
上の運動を実施する団体などはお知らせください。
 【昨年実施した主なイベント】
農道（あぜ道）ウオーキング、木場ウオーキング、琴平999階段の
ぼりウオーク、池田湖畔ウオーク大会、うんどうでコミュニケーショ
ン、カレー体操、サッカー教室、クーコ・デ・ラジオ体操 など

イベント実施団体を募集します！ 3/14

チャレンジデーとは 

〆

問 持 所内

内

日 所

所

問 日内

問 ◎
自
衛
官
募
集

①
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
公
募
）

②
幹
部
候
補
生（
一
般
・
技
術
、歯
科
・
薬
剤
科
）

③
医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官

①
４
月
２
日
㈬
、②
③
４
月
25
日
㈮

①
４
月
11
日
㈮
〜
15
日
㈫
の
う
ち
１
日

②
５
月
10
日
㈯（
飛
行
要
員
希
望
者
は
11
日
㈰
も
あ
り
）

③
５
月
16
日
㈮  

自
衛
隊
大
村
地
域
事
務
所 

☎
52
６
２
１
７

◎
陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
屯
地
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

３
月
８
日
㈯
、午
後
２
時
〜
４
時

市
民
会
館　
　

無
料

大
村
駐
屯
地 

☎
52
２
１
３
１

日 〆

問

問

所 日
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日時　　場所　　内容　　対象　　定員・定数　　
会費・料金・受講料　　持参品　　申込・受付期間　　
締切　　講師　　手続方法　　申込先　　問い合わせ
電話番号　　ファクス　　メール　　ＵＲＬを表します

日 所 内

問

期

手 申

対 定

費

〆

持

☎
講

FAX

あんしんハウスとみのはらへ ▼西田智治 ▼三枝優子 ▼内藤功一 ▼大村市ボランティアセンター　ベイサイド大村へ

▼平野重郎 ▼大村吟詠会 ▼小佐古子供会　ふる里へ ▼古瀬恭孝 ▼山崎弘子 ▼中村寿美子 ▼尾崎あさみ ▼囲碁・将
棋倶楽部　箕望荘へ ▼植松保育園　光と緑の園へ ▼九州労働金庫 ▼日本鏡餅組合 ▼交通安全協会 ▼たらみ ▼北
野政次 ▼竹松運輸 ▼山道医院 ▼日本ベビーフード協議会 ▼長工醤油大村工場 ▼陸上自衛隊大村駐屯地 ▼キッズ・
ドリーム・パートナーズ ▼ナガスイ ▼東彼杵町婦人会 ▼日本出版販売 ▼プレナス ▼前田ひふ科・アレルギー科 ▼日
本モーターボート選手会長崎支部 ▼海上自衛隊大村航空基地上曹会 ▼鎮西学院高校 ▼鎮西学院幼稚園　松原のさ
とへ ▼山田庚平　大村子供の家へ ▼赤水清春 ▼海上自衛隊大村航空基地上曹会 ▼山口畳店 ▼日本モーターボート
選手会長崎支部 ▼瀬戸利春 ▼岡崎省三 ▼鎮西学院高校 ▼鎮西学院幼稚園 ▼福本直美 ▼プレナス ▼日本鏡餅組合

▼日本出版販売 ▼お話し会 ▼海上自衛隊大村航空基地 ▼九州電力労働組合 ▼米海軍佐世保基地教会　泉の里へ

▼池田之人 ▼原憲治 ▼馬場かほる ▼松浦陽子 ▼與崎清 ▼土肥久徳・久美子 ▼壬生隆明・みどり ▼宮崎義仁 ▼濱田
泰明 ▼山田武雄 ▼新井雅子 ▼吉野美智子 ▼西原イツ子 ▼松本奈津子 ▼山川健 ▼西田恵子 ▼安本嘉徳 ▼三彩の里

▼高﨑節子 ▼民本美知子 ▼小野登美子 ▼小佐古町内会 ▼藤間勘巳満 ▼松本日菜子 ▼大村中学校吹奏楽部 ▼桜会
（小松） ▼松仙会 ▼フラダンス・スマイル ▼桜会（諫早） ▼向陽高校 ▼大村城南高校 ▼平野重郎　慈恵荘へ ▼赤木信
雄 ▼下川宣義 ▼尺八同好会 ▼桜舞会　うぐいすの丘へ ▼中山数子 ▼平川美雪　富の原オムズホーム ▼あじさい会

◎
大
村
生
活
学
校
生
活
展

３
月
１
日
㈯
、午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

市
コ
ミ
セ
ン

作
品
展
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
即
売
会 

な
ど

大
村
生
活
学
校 

☎
52
６
５
３
３

◎
大
村
市
防
火
少
年
剣
道
大
会

３
月
２
日
㈰
、午
前
９
時
30
分

シ
ー
ハッ
ト
お
お
む
ら

大
村
消
防
署 

☎
52
４
１
３
８

◎
郡
ん
か
っ
ぱ
共
和
国「
菜
の
花
ま
つ
り
」

３
月
30
日
㈰
、午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

郡
か
っ
ぱ
村（
郡
川
鬼
橋
上
流
）

た
こ
揚
げ
・
紙
ひ
こ
う
き
作
り
、お
楽
し
み
会

※

豚
汁
の
振
る
舞
い
あ
り

お
に
ぎ
り
、水
筒
、お
わ
ん・お
箸
、広
告
紙

※

雨
天
時
は
竹
松
住
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催

郡
ん
か
っ
ぱ
共
和
国 

☎
55
７
３
４
９（
増
川
）

◎
理
学
博
士
・
数
学
者「
秋
山
仁
」氏 

特
別
記
念
講
演
会

４
月
13
日
㈰
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時

諫
早
文
化
会
館

無
料

往
復
は
が
き
に
、住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
記
入　
　

３
月
20
日
㈭
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０
３
０
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嬉
野
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嬉
野
町
大
字
下

宿
乙
１
２
８
２ 

ラ
イ
オ
ン
ズ
国
際
協
会
第
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年
次
大
会
事
務
局 

☎
０
９
５
４
⑳
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７
７

◎
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

３
月
29
日
㈯
、午
前
９
時
〜
午
後
３
時

徳
泉
川
内
里
山
村

自
然
観
察
会
、村
内
見
学
、石
釜
ピ
ザ
手
作
り
ラ
ン
チ

※

ピ
ザ
作
り
は
有
料
で
先
着
20
人

３
月
23
日
㈰

　

お
お
む
ら
里
山
村
づ
く
り
委
員
会
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パソコン教室受講者募集３月

■ITヘルプ☎ 　531272（町永）FAX

・やさしいWORD／毎週月曜日
・もう少し知りたいWORD／水曜日（5日、19日）
・もう少し知りたいEXCEL／水曜日（12日、26日）
・やさしいEXCEL／毎週木曜日
時　間　午前10時～正午
費　用　500円／2時間
　　　　※事前申し込みは必要ありません。
ところ　総合福祉センター

まちかど市民ギャラリー３月
 4～10日 アート展（グループひさし）
 11～17日 手作り作品展（泉グループ）
 18～24日 写真（ 一弘）
  25～31日  陶芸・春の作品展
　　　　　（陶房・和楽美 吉原徹）
http://www.octp-net.ne.jp/̃mckd3282/
■まちかど市民ギャラリー ☎501216

子ども科学館へ行こう！子ども科学館へ行こう！

木 工 教 室

プラネタリウム教室
押 し 花 教 室
マジックバルーン教室
竹 細 工 教 室

折 り 紙 教 室
科学工作教室

1日土

8日土

9日日
15日土

16日日
22日土

13：30～16：00

10：30～11：30
14：00～16：00
14：00～16：00

〃

〃
〃

子ども映画会

３月

10：30～11：30

■社会教育課（内線84154）

4年生以上  先着順：10人対

4年生以上対

・日曜日 ・第1・3土曜日・日曜日 ・第1・3土曜日

柴田　政子 さん
（大正３年２月１日生まれ）

　めでたく百歳を迎えられ、ご家族や
施設の皆さんと長寿を祝いました。こ
れからもお元気でお過ごしください。

百歳の誕生日おめでとうございます

岩本　ハル さん
（大正３年 1月 14 日生まれ）

次の皆さまからご寄附をいただきました。（７月から12月まで）

▼北垣一宏（岐阜県 1万円） ▼小栁ナルヱ（東京都 3万円） ▼川添
琢磨（東京都 10万円） ▼田中六重（大村市） ▼大村市シルバー人材セ
ンター会員互助会（大村市 17,804円） ▼福田馨 ▼塚根キヨ子（大村市）

▼清水直（東京都） ▼中村仁一（京都府 10万円） ▼茶道裏千家淡交
会長崎青年部 ▼林嘉一
※ご寄附いただいた順に、公開に同意された項目のみ掲載しています。また、
複数のコースにご寄附をいただいた人もいるため、寄付者数と件数が異
なっています。

9
２
2
２
3
１
0

8

27

1,119,624
15,000
15,000
105,000
220,000
10,000

0

175,000

1,659,624

福祉の充実
環境の保全及び都市景観の形成
安全で安心なまちづくり
教育の充実
文化及びスポーツの振興
産業及び観光の振興
市民協働の推進
上記に掲げるもののほか、市長が特にふるさと大
村の将来に向けて寄与すると認める事業

合　　　計

コース名 寄附金額 （円）件数

ご寄付・ご好意ありがとうございました （敬称略）

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附

7月～12月

■長崎街道大村宿ひなまつり実行委員会
　☎526151（アオバラジオ商会）

３月１日㈯～４月６日㈰、午前10時～午後６時
中央商店街アーケード
ひな人形展示
（コレモおおむら前ひなの宿・商店街各店）
保育園児作品展（コレモおおむらひなの宿）
【主なイベント】
３月 1日㈯ オープニングセレモニー（コレモおおむら）
15日㈯ 100円笑店街（中央商店街）

日

内

長崎街道大村宿ひなまつり長崎街道大村宿ひなまつり第13回

～こどもたちに伝えたい季節の行事とふるさとのこころ～

所

川崎　ツギ さん
（大正３年２月８日生まれ）

日所
問

手申 費

費

〆

◎
桜
が
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

３
月
22
日
㈯
、午
後
２
時
〜
４
時

市
民
会
館　
　

無
料

桜
が
原
中
学
校 

☎
55
１
１
６
６

◎
長
崎
県
央
職
業
訓
練
校
平
成
26
年
度
受
講
生
募
集

昼
間
、夜
間
の
各
コ
ー
ス
で
建
築
設
計
・Ｃ
Ａ
Ｄ・パ
ソ

コ
ン
操
作
・
建
築
施
工
管
理
な
ど

・
中
小
企
業
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
人

・
学
卒
未
就
職
者
、再
就
職
準
備
者
な
ど

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
崎
県
央
職
業
訓
練
校 
☎
㉒
０
０
３
６

日所内〆
問
申

日

日所問

費

内問 対

■チャレンジデー実行委員会事務局（内線187）

午前０時～午後９時5/28 水

人口規模が同程度の自治体同士で、当日の午前０時～午後
９時までの間に、15分間以上継続して運動した住民の参加
率を競うイベントです。

　当日、スポーツ施設などを利用して、市民を対象に15分間以
上の運動を実施する団体などはお知らせください。
 【昨年実施した主なイベント】
農道（あぜ道）ウオーキング、木場ウオーキング、琴平999階段の
ぼりウオーク、池田湖畔ウオーク大会、うんどうでコミュニケーショ
ン、カレー体操、サッカー教室、クーコ・デ・ラジオ体操 など

イベント実施団体を募集します！ 3/14

チャレンジデーとは 

〆

問 持 所内

内

日 所

所

問 日内

問 ◎
自
衛
官
募
集

①
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
公
募
）

②
幹
部
候
補
生（
一
般
・
技
術
、歯
科
・
薬
剤
科
）

③
医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官

①
４
月
２
日
㈬
、②
③
４
月
25
日
㈮

①
４
月
11
日
㈮
〜
15
日
㈫
の
う
ち
１
日

②
５
月
10
日
㈯（
飛
行
要
員
希
望
者
は
11
日
㈰
も
あ
り
）

③
５
月
16
日
㈮  

自
衛
隊
大
村
地
域
事
務
所 

☎
52
６
２
１
７

◎
陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
屯
地
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

３
月
８
日
㈯
、午
後
２
時
〜
４
時

市
民
会
館　
　

無
料

大
村
駐
屯
地 

☎
52
２
１
３
１

日 〆

問

問

所 日
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今回は、大村市開催の正式競技のう
ち2競技とデモスポ行事の魅力の紹
介、売店募集のお知らせです。

vol.21

大村市開催競技の魅力についてお聞きしました！
■
ゴ
ル
フ
（
少
年
男
子
）

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
少
年
男
子
）

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

■
パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

杉
本　

正
晴 

さ
ん

国
体
の
ゴ
ル
フ
競
技
は
、成
年
男

子
、女
子
、少
年
男
子
の
３
種
別
が
あ

り
ま
す
。

平
成
11
年
に
熊
本
県
で
開
催
さ
れ

た
第
54
回
国
民
体
育
大
会
か
ら
正
式

競
技
に
な
り
ま
し
た
。

47
都
道
府
県
が
参
加
し
た
第
１
回

大
会
で
は
、少
年
男
子
で
長
崎
日
大

高
校
の
３
選
手
の
大
活
躍
に
よ
り
長

崎
県
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
競
技
の
た
め

天
候
に
大
き
く
左
右
さ
れ
、ま
た
、メ

ン
タ
ル
面
も
ス
コ
ア
に
つ
な
が
っ
て
き
ま

す
。テ
レ
ビ
な
ど
で
選
手
が
シ
ョ
ッ
ト
、

パッ
ト
の
際
に
物
音
が
す
る
と
仕
切
り

直
し
を
す
る
場
面
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、そ
れ
だ
け
集
中
す
る
競
技
で

す
。少

年
男
子
チ
ー
ム
は
、地
元
開
催
と

い
う
地
の
利
を
生
か
し
、優
勝
を
目
指

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。大
会
当
日
は
、ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

島　

信
行 

さ
ん

「
努
力
は
裏
切
ら
な
い
」こ
れ
は
、宇

津
木
妙
子
元
全
日
本
女
子
チ
ー
ム
監

督
が
色
紙
に
揮
毫
す
る
と
き
の
言
葉

で
す
。ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
愛
好
す
る
み
ん

な
の
思
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
も
国
体
優
勝
を
目
指
し
、長

崎
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、早
く
か

ら
各
種
別
の
監
督
を
選
出
し
、準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

私
は
、昭
和
44
年
の
長
崎
国
体
で
、

長
崎
県
成
年
男
子
チ
ー
ム
が
大
村
で

優
勝
し
た
あ
の
感
動
的
な
最
終
回
は

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

大
会
で
は
、少
年
男
子
な
ら
で
は

の
、は
つ
ら
つ
と
し
た
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
試

合
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。長
崎
県

チ
ー
ム
は
、３
度
目
の
競
技
別
総
合
優

勝
を
狙
い
、厳
し
い
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。ぜ
ひ
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

新
し
く
で
き
る
大
村
市
総
合
運
動
公

園
運
動
広
場
で
、観
戦
や
応
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

森　

優 

さ
ん

小
川　

勝
良 

さ
ん

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
は
昭
和
57
年
に
鳥

取
県
泊
村
で
、「
い
つ
で
も
、だ
れ
で
も
、ど
こ

で
も
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
新
し
い
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
誕
生
し
、全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。

大
村
市
協
会
は
、平
成
９
年
に
発
足
し
、現

在
約
１
，４
０
０
人
の
会
員
が
い
ま
す
。

昨
年
12
月
に
シ
ー
ハッ
ト
お
お
む
ら
で

開
催
さ
れ
た「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
フ
ェ
ス

タ
in
大
村
」で
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
に

約
８
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。

本
番
も
同
様
に
近
隣
の
市
か
ら
多
く

の
参
加
者
を
集
め
大
会
を
盛
り
上
げ
、

が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
の
成
功
に
つ
な
げ
た

い
で
す
。

パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
競
技
は
平
成
18

年
の「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
競
技
の
醍
醐
味
は
人
間
が
大
空

を
簡
単
な
道
具
で
自
由
に
飛
べ
、鳥
に

な
っ
た
気
分
に
な
れ
る
こ
と
で
す
。

競
技
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、本
市

で
開
催
す
る
競
技
は
、地
上
に
置
か
れ
た

同
心
円
状
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
中
心
に
い
か
に

正
確
に
着
陸
す
る
か
を
競
い
ま
す
。

連
盟
で
は
、国
体
に
向
け
毎
年
体
験

会
を
実
施
し
、フ
ラ
イ
ヤ
ー
を
育
成
し
て

い
ま
す
。関
係
者
の
皆
さ
ん
と一
丸
と
な
っ

て
選
手
を
歓
迎
し
、大
会
を
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
う
。

正式競技

正式競技

デモスポ行事

デモスポ行事

と

き

と
こ
ろ

募
集
数

応
募
先

販
売
品
目

山
岳
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
売
店
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
！

「
天
候
や
メ
ン
タ
ル
面
が

 

勝
負
を
分
け
る
」

「
厳
し
い
練
習
に
耐
え

 

３
度
目
の
総
合
優
勝
を
」

「
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」

「
大
空
を
自
由
に
飛
び

 

鳥
に
な
れ
る
競
技
」

長
崎
県
ゴ
ル
フ
協
会

ジ
ュニ
ア
ゴ
ル
フ
育
成
委
員

（

）

長
崎
県
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
理
事
長

（

）

大
村
市
グ
ラ
ウ
ン
ド・

ゴ
ル
フ
協
会
会
長

（

）

長
崎
県
ハ
ン
グ・パ
ラ
グ

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
連
盟
理
事
長

（

）

き

ご
う

６
月
７
日
㈯
〜
８
日
㈰

大
村
公
園
山
岳
競
技
特
設
会
場

４
店
程
度　
　

募
集
期
間　

３
月
３
日
㈪
〜
31
日
㈪

長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
大
村
市
実
行
委
員
会
事
務
局

国
体
グ
ッ
ズ
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
、観
光
物
産
、飲
食
物
な
ど

■
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
大
村
市
実
行
委
員
会
事
務
局（
国
体
推
進
課
内
・
内
線
２
６
９
）

イベントの収益金は被災地への支援金として活用させていだだきます。

広報おおむら  2014年3月号 22



今回は、大村市開催の正式競技のう
ち2競技とデモスポ行事の魅力の紹
介、売店募集のお知らせです。

vol.21

大村市開催競技の魅力についてお聞きしました！
■
ゴ
ル
フ
（
少
年
男
子
）

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
少
年
男
子
）

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

■
パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

杉
本　

正
晴 

さ
ん

国
体
の
ゴ
ル
フ
競
技
は
、成
年
男

子
、女
子
、少
年
男
子
の
３
種
別
が
あ

り
ま
す
。

平
成
11
年
に
熊
本
県
で
開
催
さ
れ

た
第
54
回
国
民
体
育
大
会
か
ら
正
式

競
技
に
な
り
ま
し
た
。

47
都
道
府
県
が
参
加
し
た
第
１
回

大
会
で
は
、少
年
男
子
で
長
崎
日
大

高
校
の
３
選
手
の
大
活
躍
に
よ
り
長

崎
県
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
競
技
の
た
め

天
候
に
大
き
く
左
右
さ
れ
、ま
た
、メ

ン
タ
ル
面
も
ス
コ
ア
に
つ
な
が
っ
て
き
ま

す
。テ
レ
ビ
な
ど
で
選
手
が
シ
ョ
ッ
ト
、

パッ
ト
の
際
に
物
音
が
す
る
と
仕
切
り

直
し
を
す
る
場
面
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、そ
れ
だ
け
集
中
す
る
競
技
で

す
。少

年
男
子
チ
ー
ム
は
、地
元
開
催
と

い
う
地
の
利
を
生
か
し
、優
勝
を
目
指

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。大
会
当
日
は
、ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

島　

信
行 

さ
ん

「
努
力
は
裏
切
ら
な
い
」こ
れ
は
、宇

津
木
妙
子
元
全
日
本
女
子
チ
ー
ム
監

督
が
色
紙
に
揮
毫
す
る
と
き
の
言
葉

で
す
。ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
愛
好
す
る
み
ん

な
の
思
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
も
国
体
優
勝
を
目
指
し
、長

崎
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、早
く
か

ら
各
種
別
の
監
督
を
選
出
し
、準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

私
は
、昭
和
44
年
の
長
崎
国
体
で
、

長
崎
県
成
年
男
子
チ
ー
ム
が
大
村
で

優
勝
し
た
あ
の
感
動
的
な
最
終
回
は

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

大
会
で
は
、少
年
男
子
な
ら
で
は

の
、は
つ
ら
つ
と
し
た
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
試

合
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。長
崎
県

チ
ー
ム
は
、３
度
目
の
競
技
別
総
合
優

勝
を
狙
い
、厳
し
い
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。ぜ
ひ
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

新
し
く
で
き
る
大
村
市
総
合
運
動
公

園
運
動
広
場
で
、観
戦
や
応
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

森　

優 

さ
ん

小
川　

勝
良 

さ
ん

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
は
昭
和
57
年
に
鳥

取
県
泊
村
で
、「
い
つ
で
も
、だ
れ
で
も
、ど
こ

で
も
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
新
し
い
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
誕
生
し
、全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。

大
村
市
協
会
は
、平
成
９
年
に
発
足
し
、現

在
約
１
，４
０
０
人
の
会
員
が
い
ま
す
。

昨
年
12
月
に
シ
ー
ハッ
ト
お
お
む
ら
で

開
催
さ
れ
た「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
フ
ェ
ス

タ
in
大
村
」で
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
に

約
８
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。

本
番
も
同
様
に
近
隣
の
市
か
ら
多
く

の
参
加
者
を
集
め
大
会
を
盛
り
上
げ
、

が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
の
成
功
に
つ
な
げ
た

い
で
す
。

パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
競
技
は
平
成
18

年
の「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
競
技
の
醍
醐
味
は
人
間
が
大
空

を
簡
単
な
道
具
で
自
由
に
飛
べ
、鳥
に

な
っ
た
気
分
に
な
れ
る
こ
と
で
す
。

競
技
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、本
市

で
開
催
す
る
競
技
は
、地
上
に
置
か
れ
た

同
心
円
状
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
中
心
に
い
か
に

正
確
に
着
陸
す
る
か
を
競
い
ま
す
。

連
盟
で
は
、国
体
に
向
け
毎
年
体
験

会
を
実
施
し
、フ
ラ
イ
ヤ
ー
を
育
成
し
て

い
ま
す
。関
係
者
の
皆
さ
ん
と一
丸
と
な
っ

て
選
手
を
歓
迎
し
、大
会
を
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
う
。

正式競技

正式競技

デモスポ行事

デモスポ行事

と

き

と
こ
ろ

募
集
数

応
募
先

販
売
品
目

山
岳
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
売
店
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
！

「
天
候
や
メ
ン
タ
ル
面
が

 

勝
負
を
分
け
る
」

「
厳
し
い
練
習
に
耐
え

 

３
度
目
の
総
合
優
勝
を
」

「
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」

「
大
空
を
自
由
に
飛
び

 

鳥
に
な
れ
る
競
技
」

長
崎
県
ゴ
ル
フ
協
会

ジ
ュニ
ア
ゴ
ル
フ
育
成
委
員

（

）

長
崎
県
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
理
事
長

（

）

大
村
市
グ
ラ
ウ
ン
ド・

ゴ
ル
フ
協
会
会
長

（

）

長
崎
県
ハ
ン
グ・パ
ラ
グ

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
連
盟
理
事
長

（

）

き

ご
う

６
月
７
日
㈯
〜
８
日
㈰

大
村
公
園
山
岳
競
技
特
設
会
場

４
店
程
度　
　

募
集
期
間　

３
月
３
日
㈪
〜
31
日
㈪

長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
大
村
市
実
行
委
員
会
事
務
局

国
体
グ
ッ
ズ
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
、観
光
物
産
、飲
食
物
な
ど

■
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
大
村
市
実
行
委
員
会
事
務
局（
国
体
推
進
課
内
・
内
線
２
６
９
）

イベントの収益金は被災地への支援金として活用させていだだきます。
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身
に
覚
え
の
な
い
首
や
肩
、腕
の
筋
肉

の
こ
わ
ば
り
、痛
み
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ

ま
せ
ん
か
？
実
は
そ
の
症
状
、「
リ
ウ
マ

チ
性
多
発
筋
痛
症
」の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋
痛
症
は
関
節
リ

ウ
マ
チ
と
名
前
は
似
て
い
ま
す
が
全
く

異
な
る
病
気
で
す
。関
節
リ
ウ
マ
チ
で
は

関
節
の
腫
れ
や
痛
み
が
出
現
し
て
変
形

す
る
の
に
対
し
て
、リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋

痛
症
で
は
体
の
中
心
に
近
い
筋
肉（
首
、

背
中
、肩
、二
の
腕
、太
も
も
な
ど
）に
痛

み
や
こ
わ
ば
り
が
出
現
し
、慢
性
的
に
持

続
し
ま
す
。50
〜
70
歳
以
上
の
比
較
的
高

齢
の
方
に
発
症
し
、発
熱
や
体
重
減
少
な

ど
の
全
身
症
状
に
加
え
、手
足
の
甲
が
腫

れ
た
り
む
く
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。あ
る
日
突
然
お
こ
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、徐
々
に
症
状
が
強
く
な

リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋
痛
症
を

ご
存
じ
で
す
か
？

健
康
は
努
力
の
た
ま
も
の

り
、こ
の
病
気
と
診
断
さ
れ
な
い
ま
ま
に

何
年
も
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
も
い
ま

す
。重
要
な
こ
と
は
、こ
の
病
気
は「
ス
テ

ロ
イ
ド
」と
い
う
飲
み
薬
が
非
常
に
よ
く

効
く
と
い
う
こ
と
で
す
。多
く
の
方
で
は

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
を
開
始
し
て
１
週
間
程

度
で
症
状
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

逆
に
、こ
の
薬
が
効
く
こ
と
に
よ
っ
て

リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋
痛
症
で
あ
る
と
最

終
的
に
診
断
し
ま
す
。ス
テ
ロ
イ
ド
薬
は

症
状
が
よ
く
な
っ
た
後
も
続
け
て
服
用

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、徐
々
に
減
量

し
、最
終
的
に
は
中
止
し
ま
す
。完
全
に

薬
が
な
く
な
る
ま
で
２
〜
３
年
か
か
り

ま
す
が
、途
中
で「
ぶ
り
返
し
」が
起
こ
る

こ
と
が
あ
り
、そ
の
際
は
も
っ
と
期
間
が

長
く
な
り
ま
す
。ま
た
、筋
肉
や
関
節
の

痛
み
を
伴
う
病
気
は
リ
ウ
マ
チ
性
多
発

筋
痛
症
以
外
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
た
め
、

治
療
を
開
始
す
る
前
に
一
定
の
検
査
が

必
要
に
な
り
ま
す
。特
に
、感
染
症
や
悪

性
腫
瘍（
が
ん
）の
検
査
が
重
要
で
す
。

　

も
と
も
と
こ
の
病
気
は
欧
米
に
多
く
、

日
本
で
は
比
較
的
ま
れ
な
病
気
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、高
齢
化
に
伴
い
患

者
さ
ん
の
数
は
確
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

50
歳
以
上
で
こ
の
よ
う
な
症
状
が
み
ら

れ
た
際
に
は
、か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相

談
頂
く
か
、リ
ウ
マ
チ
専
門
医
を
受
診
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
夫
婦
二
人
三
脚
で

みやしたリウマチ・内科クリニック

宮下 賜一郎 先生
たいいちろう

髙月　進さん
たかつき　すすむ

　

介
護
保
険
事
業
所
と
し
て
、地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。高
齢
者
が
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
、で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た

自
宅
や
地
域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、創
設
さ
れ

た
も
の
で
す
。

※

市
内
に
あ
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
、大
村
市
民
の
み
が

　

 

利
用
で
き
ま
す
。

少人数の利用者でゆったりとした
環境のもと、顔なじみのスタッフと
利用者が家庭の延長として、馴
染みの関係を築いていきます。

■長寿介護課 ☎⑳7301

●私たちの地域に密着したサービスの提供

市内で提供している地域密着型サービスの種類

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
共
用
）

あ
ん
の
ん・か
や
ぜ
の
里
・
ね
む
の
木
・「
ま
ご
こ
ろ
」・
秋

櫻
・
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
・
た
ん
ぽ
ぽ
憩
の
家 ☎

@0
７
７
０
０

☎
%4
８
６
７
８

☎
%0
０
０
７
４

☎
$7
８
８
７
１

☎
%6
８
１
８
１

☎
%5
６
７
９
６

☎
%4
５
６
４
９

☎
%0
０
０
６
６

☎
%4
２
１
０
５

☎
%1
５
０
２
９

☎
%4
８
８
１
５

☎
@0
７
７
０
０

☎
@0
７
１
２
０

☎
$6
６
０
３
７

☎
@8
８
１
８
８

☎
%5
６
７
１
２

☎
%5
８
６
０
５

☎
%0
１
３
２
２

☎
@0
８
６
０
１

☎
%5
２
８
１
６

☎
$9
５
１
２
６

☎
%3
２
０
８
１

☎
%5
８
１
３
５

☎
$8
５
２
３
３

☎
%5
７
８
３
９

☎
%4
６
６
３
６

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
秋
櫻

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
あ
ん
の
ん

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
あ
ん
の
ん
西
大
村
本
町

た
き
の
う
介
護
み
つ
ば
ち

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
な
ご
み
の
郷

多
機
能
ホ
ー
ム
か
や
ぜ
の
里

せ
せ
ら
ぎ

あ
ん
の
ん

泉
の
里

か
や
ぜ
の
里

箕
望
の
丘

秋
櫻

慈
恵
荘

た
ん
ぽ
ぽ
の
家

た
ん
ぽ
ぽ
憩
の
家

虹ね
む
の
木

ピ
ア・ホ
ー
ム　

そ
よ
風

ひ
だ
ま
り
の
家

平
の
庄

ふ
ぁ
み
り
ぃ

「
ま
ご
こ
ろ
」

み
つ
ば
ち
の
家

め
ぐ
み
荘

ラ
イ
フ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
湧
泉
荘

デ
イ
セ
ン
タ
ー
と
く
せ
ん

☎
%4
２
１
０
６

定
期
巡
回
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護 

複
合
型
サ
ー
ビ
ス

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
（
共
用
型
）

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

紹
介
し
ま
す

（
市
が
指
定
・
指
導
監
督
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

〈
介
護
保
険
事
業
所
〉

日中・夜間を通じて、ホームヘルパーまたは看護師が自宅
を定期的に巡回訪問し、「訪問介護・看護」のサービスを
提供します。また、緊急時の随時対応、訪問も行います。退
院直後の利用や終末期を自宅で過ごすための利用もでき
ます。
○介護１～介護５の人が利用できます。

サービスの中心は「通い」ですが、「宿泊」や利用者宅へ
の「訪問」サービスの提供もできます。主に自宅での生活
を支援します。
○支援１～介護５の人が利用できます。

「定期巡回随時対応型訪問介護看護」

「小規模多機能型居宅介護」

認知症に特化した、きめ細やかな「通い」サービスを提供し
ます。グループホームに通うことができる共用型もあります。
○支援１～介護５の人が利用できます。

「認知症対応型通所介護」

認知症の人が家庭的な雰囲気の中で少人数の共同生活
を行い、日常の介護サービスを提供します。症状の進行を
緩和し、家庭的な雰囲気を維持しながら、おだやかな生活
を送ることを目指します。
○支援２～介護５の人が利用できます。

「認知症対応型共同生活介護」（グループホーム）
小規模多機能型居宅介護と、訪問看護を組み合わせた
サービスを提供します。医療的サービス（吸引・点滴・褥瘡
処理）などが必要な時も、入院せず自宅で生活できます。
○介護１～介護５の人が利用できます。

「複合型サービス」

「髙月さん散歩時撮影写真」

じょく そう
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身
に
覚
え
の
な
い
首
や
肩
、腕
の
筋
肉

の
こ
わ
ば
り
、痛
み
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ

ま
せ
ん
か
？
実
は
そ
の
症
状
、「
リ
ウ
マ

チ
性
多
発
筋
痛
症
」の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋
痛
症
は
関
節
リ

ウ
マ
チ
と
名
前
は
似
て
い
ま
す
が
全
く

異
な
る
病
気
で
す
。関
節
リ
ウ
マ
チ
で
は

関
節
の
腫
れ
や
痛
み
が
出
現
し
て
変
形

す
る
の
に
対
し
て
、リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋

痛
症
で
は
体
の
中
心
に
近
い
筋
肉（
首
、

背
中
、肩
、二
の
腕
、太
も
も
な
ど
）に
痛

み
や
こ
わ
ば
り
が
出
現
し
、慢
性
的
に
持

続
し
ま
す
。50
〜
70
歳
以
上
の
比
較
的
高

齢
の
方
に
発
症
し
、発
熱
や
体
重
減
少
な

ど
の
全
身
症
状
に
加
え
、手
足
の
甲
が
腫

れ
た
り
む
く
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。あ
る
日
突
然
お
こ
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、徐
々
に
症
状
が
強
く
な

リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋
痛
症
を

ご
存
じ
で
す
か
？

健
康
は
努
力
の
た
ま
も
の

り
、こ
の
病
気
と
診
断
さ
れ
な
い
ま
ま
に

何
年
も
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
も
い
ま

す
。重
要
な
こ
と
は
、こ
の
病
気
は「
ス
テ

ロ
イ
ド
」と
い
う
飲
み
薬
が
非
常
に
よ
く

効
く
と
い
う
こ
と
で
す
。多
く
の
方
で
は

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
を
開
始
し
て
１
週
間
程

度
で
症
状
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

逆
に
、こ
の
薬
が
効
く
こ
と
に
よ
っ
て

リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋
痛
症
で
あ
る
と
最

終
的
に
診
断
し
ま
す
。ス
テ
ロ
イ
ド
薬
は

症
状
が
よ
く
な
っ
た
後
も
続
け
て
服
用

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、徐
々
に
減
量

し
、最
終
的
に
は
中
止
し
ま
す
。完
全
に

薬
が
な
く
な
る
ま
で
２
〜
３
年
か
か
り

ま
す
が
、途
中
で「
ぶ
り
返
し
」が
起
こ
る

こ
と
が
あ
り
、そ
の
際
は
も
っ
と
期
間
が

長
く
な
り
ま
す
。ま
た
、筋
肉
や
関
節
の

痛
み
を
伴
う
病
気
は
リ
ウ
マ
チ
性
多
発

筋
痛
症
以
外
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
た
め
、

治
療
を
開
始
す
る
前
に
一
定
の
検
査
が

必
要
に
な
り
ま
す
。特
に
、感
染
症
や
悪

性
腫
瘍（
が
ん
）の
検
査
が
重
要
で
す
。

　

も
と
も
と
こ
の
病
気
は
欧
米
に
多
く
、

日
本
で
は
比
較
的
ま
れ
な
病
気
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、高
齢
化
に
伴
い
患

者
さ
ん
の
数
は
確
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

50
歳
以
上
で
こ
の
よ
う
な
症
状
が
み
ら

れ
た
際
に
は
、か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相

談
頂
く
か
、リ
ウ
マ
チ
専
門
医
を
受
診
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
夫
婦
二
人
三
脚
で

みやしたリウマチ・内科クリニック

宮下 賜一郎 先生
たいいちろう

髙月　進さん
たかつき　すすむ

　

介
護
保
険
事
業
所
と
し
て
、地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。高
齢
者
が
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
、で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た

自
宅
や
地
域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、創
設
さ
れ

た
も
の
で
す
。

※

市
内
に
あ
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
、大
村
市
民
の
み
が

　

 

利
用
で
き
ま
す
。

少人数の利用者でゆったりとした
環境のもと、顔なじみのスタッフと
利用者が家庭の延長として、馴
染みの関係を築いていきます。

■長寿介護課 ☎⑳7301

●私たちの地域に密着したサービスの提供

市内で提供している地域密着型サービスの種類

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
共
用
）

あ
ん
の
ん・か
や
ぜ
の
里
・
ね
む
の
木
・「
ま
ご
こ
ろ
」・
秋

櫻
・
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
・
た
ん
ぽ
ぽ
憩
の
家 ☎

@0
７
７
０
０

☎
%4
８
６
７
８

☎
%0
０
０
７
４

☎
$7
８
８
７
１

☎
%6
８
１
８
１

☎
%5
６
７
９
６

☎
%4
５
６
４
９

☎
%0
０
０
６
６

☎
%4
２
１
０
５

☎
%1
５
０
２
９

☎
%4
８
８
１
５

☎
@0
７
７
０
０

☎
@0
７
１
２
０

☎
$6
６
０
３
７

☎
@8
８
１
８
８

☎
%5
６
７
１
２

☎
%5
８
６
０
５

☎
%0
１
３
２
２

☎
@0
８
６
０
１

☎
%5
２
８
１
６

☎
$9
５
１
２
６

☎
%3
２
０
８
１

☎
%5
８
１
３
５

☎
$8
５
２
３
３

☎
%5
７
８
３
９

☎
%4
６
６
３
６

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
秋
櫻

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
あ
ん
の
ん

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
あ
ん
の
ん
西
大
村
本
町

た
き
の
う
介
護
み
つ
ば
ち

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
な
ご
み
の
郷

多
機
能
ホ
ー
ム
か
や
ぜ
の
里

せ
せ
ら
ぎ

あ
ん
の
ん

泉
の
里

か
や
ぜ
の
里

箕
望
の
丘

秋
櫻

慈
恵
荘

た
ん
ぽ
ぽ
の
家

た
ん
ぽ
ぽ
憩
の
家

虹ね
む
の
木

ピ
ア・ホ
ー
ム　

そ
よ
風

ひ
だ
ま
り
の
家

平
の
庄

ふ
ぁ
み
り
ぃ

「
ま
ご
こ
ろ
」

み
つ
ば
ち
の
家

め
ぐ
み
荘

ラ
イ
フ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
湧
泉
荘

デ
イ
セ
ン
タ
ー
と
く
せ
ん

☎
%4
２
１
０
６

定
期
巡
回
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護 

複
合
型
サ
ー
ビ
ス

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
（
共
用
型
）

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

紹
介
し
ま
す

（
市
が
指
定
・
指
導
監
督
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

〈
介
護
保
険
事
業
所
〉

日中・夜間を通じて、ホームヘルパーまたは看護師が自宅
を定期的に巡回訪問し、「訪問介護・看護」のサービスを
提供します。また、緊急時の随時対応、訪問も行います。退
院直後の利用や終末期を自宅で過ごすための利用もでき
ます。
○介護１～介護５の人が利用できます。

サービスの中心は「通い」ですが、「宿泊」や利用者宅へ
の「訪問」サービスの提供もできます。主に自宅での生活
を支援します。
○支援１～介護５の人が利用できます。

「定期巡回随時対応型訪問介護看護」

「小規模多機能型居宅介護」

認知症に特化した、きめ細やかな「通い」サービスを提供し
ます。グループホームに通うことができる共用型もあります。
○支援１～介護５の人が利用できます。

「認知症対応型通所介護」

認知症の人が家庭的な雰囲気の中で少人数の共同生活
を行い、日常の介護サービスを提供します。症状の進行を
緩和し、家庭的な雰囲気を維持しながら、おだやかな生活
を送ることを目指します。
○支援２～介護５の人が利用できます。

「認知症対応型共同生活介護」（グループホーム）
小規模多機能型居宅介護と、訪問看護を組み合わせた
サービスを提供します。医療的サービス（吸引・点滴・褥瘡
処理）などが必要な時も、入院せず自宅で生活できます。
○介護１～介護５の人が利用できます。

「複合型サービス」

「髙月さん散歩時撮影写真」

じょく そう
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献血車巡回
9：30～11：30、市役所
■国保けんこう課（内線152）

認知症の相談（わらべ会）
13：30～15：30 総合福祉センター
■長寿介護課 ☎⑳7308

くすもと内科クリニック
［内科］
古賀島町 ☎⑳8585

前田ひふ科・アレルギー科
［皮膚科・アレルギー科］
西大村本町 ☎501112

なかむら歯科
協和町 ☎501718

澤田胃腸科内科医院
［胃腸科・内科］
小路口本町 ☎551507

レディースクリニックしげまつ
［産婦人科］
古町1丁目 ☎549200
※子宮がん検診が受診
　できます（要予約）

鳥越歯科
本町 ☎522992

ありやま小児科
［小児科］
木場1丁目 ☎496410

平松整形外科医院
［整形外科］
富の原2丁目 ☎㉗4422

なりすえ歯科医院
池田1丁目 ☎548080

ちくばクリニック
［糖尿病内科・内科］
古賀島町 ☎569887

はら脳神経外科
［脳神経外科・リハビリテーション科］
富の原2丁目 ☎479770

橋口歯科医院
竹松本町 ☎555095

吉田内科クリニック
［内科・消化器科］
本町 ☎521177

みね眼科
［眼科］
東本町 ☎543011

本川歯科医院
松並2丁目 ☎541682

田川小児科
［小児科］
東本町 ☎524000

上田記念クリニック
［外科・消化器科］
諏訪1丁目 ☎486886

吉原歯科医院
岩松町 ☎529911

※本紙で使用しているQRコードは、㈱デンソーウェーブの登録商標です。

耳とことばの相談
13：00～15：00
総合福祉センター
・聴覚、言語障がい者（児）
の補聴器やことばの相談
・軽度中等度難聴児の補
聴相談
■障害福祉課 ☎⑳7306
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木
1

8
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29

金 土

3月
March

2歳児のお部屋
10：00～12：00
こどもセンター

3歳以上児のお部屋
10：00～11：00
こどもセンター

3歳児健康診査

3歳児健康診査

3歳児健康診査

1歳6か月児健康診査

郡コミセン
■にこにこ子育てサロン

出前子育てつどい
木場公民館
■ひまわりキッズ出前子育てつどい

三浦住民センター
■わいわいランド

出前子育てつどい
池田公民館（くすの木文庫）
■ライオンキッズ

古賀島西公民館
■ライオンキッズ

出前子育てつどい
竹松住民センター
■にこにこ子育てサロン

古賀島西公民館
■ライオンキッズ

出前子育てつどい
小路口光公民館
■にこにこ子育てサロン

出前子育てつどい
福重住民センター
■にこにこ子育てサロン

出前子育てつどい
松原住民センター
■にこにこ子育てサロン

ことばと心の相談室
13：00～16：00
・言語聴覚士による
ことばの相談

ことばと心の相談室
13：00～16：45
・言語聴覚士による
ことばの相談
・心理相談員による
  育児相談

乳幼児すくすく
健康相談
郡コミセン

はじめての
離乳食教室
郡コミセン

29
　年間を通じて無料
で実施しています。お
子さんの体調の良いと
きに受けてください。

ポリオ・三種混合・四種
混合・麻しん・風しん・日
本脳炎・BCG・ヒブ・小
児用肺炎球菌・子宮
頸がん予防接種

プレ幼稚園
■福重☎558741

プレ幼稚園
■西大村☎524502

2014

おはなしの会
11：00～、市立図書館

ベビー＆マタニ
ティーのお部屋
（5か月まで）
10：00～12：00
こどもセンター

ベビー＆マタニ
ティーのお部屋
（6か月～11か月）
10：00～12：00
こどもセンター

ふれあい健康講座
13：00～14：00
市民病院
「お年寄りの
　　排尿障害について」
■市民病院 ☎522161

○ことばと心の相談室（予約が必要です）
　対象：就学前の言葉の発達などが気になるお子さんや、育児でお悩みのお母さん
○はじめての離乳食教室　受付時間：9：50～10：00
　離乳食の相談 ※予約不要、母子健康手帳をご持参ください。
○乳幼児すくすく健康相談 　受付時間：13：30～15：00
　計測、育児・栄養・歯科・心理相談
　※予約不要、母子健康手帳をご持参ください。

■こども家庭課 ☎549100  
☆大村市こうのとりダイヤル　
　妊娠・不妊相談を受け付けています。（専用ダイヤル） ☎549119

育児相談

プレ幼稚園
■大村☎522549
■松原☎558721
■鈴田☎531551

子育てつどい

○2歳児・3歳以上児のお部屋
　…「ふれあい遊び」
○ベビー＆マタニティーのお部屋
　…対象：0歳児と保護者、妊娠中の人

■こども政策課 ☎549100

申込開始日：3月3日㈪
※（申）は申し込みが必要です

出前子育てつどい
10：00～

各支援センターに直接お申し込みください。
申込開始日：3月3日㈪

地域子育て支援センター
＊にこにこ子育てサロン（昊天宮保育園）
  ☎550922
＊わいわいランド（鈴田保育園）
  ☎495388
＊ライオンキッズ（植松保育園）
  ☎545056
＊ひまわりキッズ（ひまわり保育園）
  ☎539420

ふれあいリハビリサロン

とき…14：00～16：00　

ところ…こどもセンター

対象…40歳以上で、痛みなどのた

　　　め生活に支障がある人。

※初回は電話でお申し込みください。

■国保けんこう課（内線141）

市立幼稚園開放
各園へお申し込みください。

●プレ幼稚園　10:00～11：30

　園庭と遊戯室を開放します。

　親子でお楽しみください。

　対象：0～5歳児

■こども政策課 ☎549100

大村

楽食レシピ
ｖol. 32

大村 ①鮭は一口大のそぎ切りにして塩をふ
り、もみこむ。
②薄力粉と牛乳を混ぜて、①にから
め、ごまを全体的にまぶしつける。
③菜の花は食べやすい長さに切る。
④じゃがいもはレンジで3分加熱し、半
月切りにする。
⑤フライパンにごま油を熱し、②③④を
順に入れ、こんがりとなるまで焼く。

⑥器に盛り付け、菜の花にポン酢しょ
うゆをかける。

作り方＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊

120ｇ
小さじ1/4弱
大さじ1と1/2
　　  〃
大さじ2
120ｇ
1個
小さじ2
小さじ1/2

・生鮭
・塩
・薄力粉
・牛乳
・いりごま
・菜の花
・じゃがいも
・ごま油
・ポン酢しょうゆ

材料（2人分）＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊

交流室のおともだち！★

♪

日時　　場所　　内容　　対象　　定員・定数　　
会費・料金・受講料　　持参品　　申込・受付期間　　
締切　　講師　　手続方法　　申込先　　問い合わせ
電話番号　　ファクス　　メール　　ＵＲＬを表します

日

日

日

日

所

所

対

所

所 問

内

内

問

問

期

手 申

申

対 定

費

〆

持

☎
講

FAX

抗酸化成分たっぷりの鮭とゴマ、栄
養価の高い旬の菜の花でフレッシュ
な春を迎えましょう！

鮭のごま焼き～菜の花とポテト添え～

■国保けんこう課（内線145）

　一年間に全国で自殺によって命をなくす人は、交通事故で亡くなる人の約
７倍です。自殺は特別なことではなく、皆さんの身近にあることです。本市で
も、年間20人前後の人が命をなくされており、近年は増加傾向にあります。
　また、自殺はその人個人が弱いからではなく、複数の問題を抱え追い込まれ
た末の死なのです。問題が多いほど自殺へのリスクは高まります。市では、そ
の問題を一つでも減らし、自殺に至らないような取り組みを行っています。

　自死遺族の会です。一人で抱え
込まず誰かに話してみませんか？

毎月第2土曜日、
午前10時～午後0時30分
椿の森学園
※4月からは「こどもセンター」で
開催します。
大切な人を自殺で亡くし、将来
の不安などをお持ちの人など

3月26日㈬、午後1時～4時30分
　ハローワーク大村 ☎528609

国保けんこう課（内線140）
※5人程度のグループでお申し
込みください。

　ゲートキーパーとは、悩んでい
る人に「気づき」、「声をかけ」、「話
を聞いて」、「必要な支援につな
げ」、「見守る」人のことです。
　市では年間を通して、身近な人
にゲートキーパーになっていた
だくため、自殺の現状や予防につ
いて学ぶ講座を行っています。

　ハローワークでは、弁護士・臨
床心理士など専門家による多重
債務問題や心の悩みなどの無料
相談会を行っています。

3月8日㈯、午後2時～ （午後1時30分開場）
市コミセン
自死遺児が10年間何を考え、どのように暮ら
してきたか、遺児の抱える問題や支援につい
て、当事者を招いてトークセッションを行い
ます。

ゲートキーパー講座 暮らしとこころの相談会

平成
21年

22人 19人 18人 26人

22年 23年 24年
平成 平成 平成

大村市の年間自殺者数

（警察統計より）

分かち合いの会
（ＮＰＯ自死遺族支援ネットワークRe）

自殺対策講演会
「自殺って言えなかった
 ～遺児の歩んだ10年 こども×社会×大人～」

市役所でも相談を受け付けています
日
所
平日、午前8時30分～午後5時30分
いのちと心の相談窓口（国保けんこう課内）、
市民110番

所

自殺対策キャラクター「大村市いのちをつなぐまもるくん」

31
　　　　 診療時間：9：00～18：00
※歯科は正午まで
※変更になる場合があります。
　ご確認のうえお越しください。

休日在宅当番医

大村市夜間初期診療センター
内科と小児科の夜間初期診療を行っています。
●診療時間…19：00～22：00（毎日）
●ところ…こどもセンター内
 ■夜間初期診療センター ☎549911

○1歳6か月児健康診査
　対象児：平成24年8月生まれ
　（2歳未満まで受診可能）

○3歳児健康診査
　対象児：平成22年9月生まれ
　（4歳未満まで受診可能）

 ■こども家庭課 ☎549100

受付：13：00～13：20
こどもセンター

健康診査

1歳6か月児健康診査

ふれあいリハビリサロン

ふれあいリハビリサロン

ふれあいリハビリサロン

ふれあいリハビリサロン
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献血車巡回
9：30～11：30、市役所
■国保けんこう課（内線152）

認知症の相談（わらべ会）
13：30～15：30 総合福祉センター
■長寿介護課 ☎⑳7308

くすもと内科クリニック
［内科］
古賀島町 ☎⑳8585

前田ひふ科・アレルギー科
［皮膚科・アレルギー科］
西大村本町 ☎501112

なかむら歯科
協和町 ☎501718

澤田胃腸科内科医院
［胃腸科・内科］
小路口本町 ☎551507

レディースクリニックしげまつ
［産婦人科］
古町1丁目 ☎549200
※子宮がん検診が受診
　できます（要予約）

鳥越歯科
本町 ☎522992

ありやま小児科
［小児科］
木場1丁目 ☎496410

平松整形外科医院
［整形外科］
富の原2丁目 ☎㉗4422

なりすえ歯科医院
池田1丁目 ☎548080

ちくばクリニック
［糖尿病内科・内科］
古賀島町 ☎569887

はら脳神経外科
［脳神経外科・リハビリテーション科］
富の原2丁目 ☎479770

橋口歯科医院
竹松本町 ☎555095

吉田内科クリニック
［内科・消化器科］
本町 ☎521177

みね眼科
［眼科］
東本町 ☎543011

本川歯科医院
松並2丁目 ☎541682

田川小児科
［小児科］
東本町 ☎524000

上田記念クリニック
［外科・消化器科］
諏訪1丁目 ☎486886

吉原歯科医院
岩松町 ☎529911

※本紙で使用しているQRコードは、㈱デンソーウェーブの登録商標です。

耳とことばの相談
13：00～15：00
総合福祉センター
・聴覚、言語障がい者（児）
の補聴器やことばの相談
・軽度中等度難聴児の補
聴相談
■障害福祉課 ☎⑳7306
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金 土

3月
March

2歳児のお部屋
10：00～12：00
こどもセンター

3歳以上児のお部屋
10：00～11：00
こどもセンター

3歳児健康診査

3歳児健康診査

3歳児健康診査

1歳6か月児健康診査

郡コミセン
■にこにこ子育てサロン

出前子育てつどい
木場公民館
■ひまわりキッズ出前子育てつどい

三浦住民センター
■わいわいランド

出前子育てつどい
池田公民館（くすの木文庫）
■ライオンキッズ

古賀島西公民館
■ライオンキッズ

出前子育てつどい
竹松住民センター
■にこにこ子育てサロン

古賀島西公民館
■ライオンキッズ

出前子育てつどい
小路口光公民館
■にこにこ子育てサロン

出前子育てつどい
福重住民センター
■にこにこ子育てサロン

出前子育てつどい
松原住民センター
■にこにこ子育てサロン

ことばと心の相談室
13：00～16：00
・言語聴覚士による
ことばの相談

ことばと心の相談室
13：00～16：45
・言語聴覚士による
ことばの相談
・心理相談員による
  育児相談

乳幼児すくすく
健康相談
郡コミセン

はじめての
離乳食教室
郡コミセン

29
　年間を通じて無料
で実施しています。お
子さんの体調の良いと
きに受けてください。

ポリオ・三種混合・四種
混合・麻しん・風しん・日
本脳炎・BCG・ヒブ・小
児用肺炎球菌・子宮
頸がん予防接種

プレ幼稚園
■福重☎558741

プレ幼稚園
■西大村☎524502

2014

おはなしの会
11：00～、市立図書館

ベビー＆マタニ
ティーのお部屋
（5か月まで）
10：00～12：00
こどもセンター

ベビー＆マタニ
ティーのお部屋
（6か月～11か月）
10：00～12：00
こどもセンター

ふれあい健康講座
13：00～14：00
市民病院
「お年寄りの
　　排尿障害について」
■市民病院 ☎522161

○ことばと心の相談室（予約が必要です）
　対象：就学前の言葉の発達などが気になるお子さんや、育児でお悩みのお母さん
○はじめての離乳食教室　受付時間：9：50～10：00
　離乳食の相談 ※予約不要、母子健康手帳をご持参ください。
○乳幼児すくすく健康相談 　受付時間：13：30～15：00
　計測、育児・栄養・歯科・心理相談
　※予約不要、母子健康手帳をご持参ください。

■こども家庭課 ☎549100  
☆大村市こうのとりダイヤル　
　妊娠・不妊相談を受け付けています。（専用ダイヤル） ☎549119

育児相談

プレ幼稚園
■大村☎522549
■松原☎558721
■鈴田☎531551

子育てつどい

○2歳児・3歳以上児のお部屋
　…「ふれあい遊び」
○ベビー＆マタニティーのお部屋
　…対象：0歳児と保護者、妊娠中の人

■こども政策課 ☎549100

申込開始日：3月3日㈪
※（申）は申し込みが必要です

出前子育てつどい
10：00～

各支援センターに直接お申し込みください。
申込開始日：3月3日㈪

地域子育て支援センター
＊にこにこ子育てサロン（昊天宮保育園）
  ☎550922
＊わいわいランド（鈴田保育園）
  ☎495388
＊ライオンキッズ（植松保育園）
  ☎545056
＊ひまわりキッズ（ひまわり保育園）
  ☎539420

ふれあいリハビリサロン

とき…14：00～16：00　

ところ…こどもセンター

対象…40歳以上で、痛みなどのた

　　　め生活に支障がある人。

※初回は電話でお申し込みください。

■国保けんこう課（内線141）

市立幼稚園開放
各園へお申し込みください。

●プレ幼稚園　10:00～11：30

　園庭と遊戯室を開放します。

　親子でお楽しみください。

　対象：0～5歳児

■こども政策課 ☎549100

大村

楽食レシピ
ｖol. 32

大村 ①鮭は一口大のそぎ切りにして塩をふ
り、もみこむ。
②薄力粉と牛乳を混ぜて、①にから
め、ごまを全体的にまぶしつける。
③菜の花は食べやすい長さに切る。
④じゃがいもはレンジで3分加熱し、半
月切りにする。
⑤フライパンにごま油を熱し、②③④を
順に入れ、こんがりとなるまで焼く。

⑥器に盛り付け、菜の花にポン酢しょ
うゆをかける。

作り方＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊

120ｇ
小さじ1/4弱
大さじ1と1/2
　　  〃
大さじ2
120ｇ
1個
小さじ2
小さじ1/2

・生鮭
・塩
・薄力粉
・牛乳
・いりごま
・菜の花
・じゃがいも
・ごま油
・ポン酢しょうゆ

材料（2人分）＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊

交流室のおともだち！★

♪

日時　　場所　　内容　　対象　　定員・定数　　
会費・料金・受講料　　持参品　　申込・受付期間　　
締切　　講師　　手続方法　　申込先　　問い合わせ
電話番号　　ファクス　　メール　　ＵＲＬを表します

日

日

日

日

所

所

対

所

所 問

内

内

問

問

期

手 申

申

対 定

費

〆

持

☎
講

FAX

抗酸化成分たっぷりの鮭とゴマ、栄
養価の高い旬の菜の花でフレッシュ
な春を迎えましょう！

鮭のごま焼き～菜の花とポテト添え～

■国保けんこう課（内線145）

　一年間に全国で自殺によって命をなくす人は、交通事故で亡くなる人の約
７倍です。自殺は特別なことではなく、皆さんの身近にあることです。本市で
も、年間20人前後の人が命をなくされており、近年は増加傾向にあります。
　また、自殺はその人個人が弱いからではなく、複数の問題を抱え追い込まれ
た末の死なのです。問題が多いほど自殺へのリスクは高まります。市では、そ
の問題を一つでも減らし、自殺に至らないような取り組みを行っています。

　自死遺族の会です。一人で抱え
込まず誰かに話してみませんか？

毎月第2土曜日、
午前10時～午後0時30分
椿の森学園
※4月からは「こどもセンター」で
開催します。
大切な人を自殺で亡くし、将来
の不安などをお持ちの人など

3月26日㈬、午後1時～4時30分
　ハローワーク大村 ☎528609

国保けんこう課（内線140）
※5人程度のグループでお申し
込みください。

　ゲートキーパーとは、悩んでい
る人に「気づき」、「声をかけ」、「話
を聞いて」、「必要な支援につな
げ」、「見守る」人のことです。
　市では年間を通して、身近な人
にゲートキーパーになっていた
だくため、自殺の現状や予防につ
いて学ぶ講座を行っています。

　ハローワークでは、弁護士・臨
床心理士など専門家による多重
債務問題や心の悩みなどの無料
相談会を行っています。

3月8日㈯、午後2時～ （午後1時30分開場）
市コミセン
自死遺児が10年間何を考え、どのように暮ら
してきたか、遺児の抱える問題や支援につい
て、当事者を招いてトークセッションを行い
ます。

ゲートキーパー講座 暮らしとこころの相談会

平成
21年

22人 19人 18人 26人

22年 23年 24年
平成 平成 平成

大村市の年間自殺者数

（警察統計より）

分かち合いの会
（ＮＰＯ自死遺族支援ネットワークRe）

自殺対策講演会
「自殺って言えなかった
 ～遺児の歩んだ10年 こども×社会×大人～」

市役所でも相談を受け付けています
日
所
平日、午前8時30分～午後5時30分
いのちと心の相談窓口（国保けんこう課内）、
市民110番

所

自殺対策キャラクター「大村市いのちをつなぐまもるくん」

31
　　　　 診療時間：9：00～18：00
※歯科は正午まで
※変更になる場合があります。
　ご確認のうえお越しください。

休日在宅当番医

大村市夜間初期診療センター
内科と小児科の夜間初期診療を行っています。
●診療時間…19：00～22：00（毎日）
●ところ…こどもセンター内
 ■夜間初期診療センター ☎549911

○1歳6か月児健康診査
　対象児：平成24年8月生まれ
　（2歳未満まで受診可能）

○3歳児健康診査
　対象児：平成22年9月生まれ
　（4歳未満まで受診可能）

 ■こども家庭課 ☎549100

受付：13：00～13：20
こどもセンター

健康診査

1歳6か月児健康診査

ふれあいリハビリサロン

ふれあいリハビリサロン

ふれあいリハビリサロン

ふれあいリハビリサロン
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【市内観光周遊バス】

【さくらまつり】

人口 93,981人（+2）　男 44,824人（‒6）　女 49,157人（+8）　世帯数 39,962世帯（＋24）
大村市の人口（1月末現在）
※（　）内は先月比（住基法に基づく）

笑顔であいさつ日本一 「あいさつ一声運動」・・・あいさつ・声かけ運動を推進し、
笑顔であいさつ日本一を目指しましょう！

【さくらまつり】
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4月6日㈰
大村公園板敷櫓下広場【ところ】

【内　容】・市内菓子店の和洋スイーツ販売
・2014年度大村フラワー大使選彰式
・ミニライブ
・長崎がんばらんば国体PRなど

【と　き】

いた  じき  やぐら

2014
・ミニラ
・長崎が長崎が

【市内観光周遊バス】
サクラの開花シーズンに、ボランティアガイドの案内で市内
の史跡などを周遊する、観光バスを運行します。

3月29日㈯～4月6日㈰ ※当日受付【期　　間】

11：00、13：40 （100分程度）【出発時間】

300円【料　　金】

20人程度【定　　員】

【コ ー ス】大村公園観光案内所前⇒玖島城跡（車中）⇒旧楠本正隆屋敷⇒旧円融寺庭園⇒
本経寺⇒放虎原殉教地（車中）⇒天正遣欧少年使節像⇒長崎空港（車中）⇒大村公園観光案内所前

■大村市観光コンベンション協会 ☎%23605

○ソメイヨシノ（1,500本）3月下旬～4月上旬
○オオムラザクラ（300本）4月上旬～中旬
○ヤエザクラ（200本）4月上旬～中旬
○ツツジ（1万本）4月中旬～5月上旬
○ハナショウブ （10万株・30万本）5月下旬～6月中旬
○アジサイ（7,000本）6月上旬～中旬

旧円融寺庭園
○サクラ（100本）4月上旬

大村公園

野岳湖公園
○サクラ（450本）4月上旬
琴平岳展望所
○サクラ（300本）4月上旬

裏見の滝自然花苑
○シャクナゲ（6,000本）4月上旬～5月上旬
　※しゃくなげ祭り4月5日㈯～5月5日(月・祝)
シャクナゲの里

○シャクナゲ（2,500本）4月中旬～下旬

岳ノ木場公園
○ツツジ（3万本）4月中旬～5月上旬
○アジサイ（8,000本）6月上旬～中旬

【
花
ま
つ
り
期
間
】３
月
２5
日
㈫
〜
６
月
20
日
㈮

4年度大村フラワー大使選彰式年度大村フラワー大使選彰式

RなどRなど

4年度大村フラワ 大
ライブ
がんばらんば国体PRがんばらんば国体PR

旧円融寺庭園⇒
園観光案内所前空港（車中）⇒大村公園

大村市観光コンベンション協会 ☎%23605

10：30～15：30（ラスト入場15：00）




